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ははじじめめにに

当協会では農林水産省より助成を受け、ミャンマーにおいて、市場ニーズに対応した農

業生産を行う農家の人材育成に資するため、ゴマを対象作物として、実証試験と技術指導

を行いました。本報告書は、黒ゴマの主な産地である中央乾燥地域における 2019年度の

活動をとりまとめたものです。

ゴマはミャンマーの主要な油糧作物の 1 つであり、農家にとって重要な換金作物です。

ミャンマー政府は、ゴマを含む油糧作物の生産拡大と品質向上を目指しています。一方、

食用ゴマのほとんどを他国からの輸入に頼っている日本にとって、品質の良いゴマの生産

現場を支援することは、商社、食品メーカーおよび消費者の求めるところでもあります。

食用ゴマの中でも、特に黒ゴマに関しては、ミャンマー産のそれは日本にとって重要な位

置を占めていますが、日本のマーケットに適した品質のものを安定的に確保するには、多

くの課題があります。

こうした背景から、一昨年度は栽培期間の技術を対象として土壌および残留農薬を扱

い、昨年度は、酸価値をテーマとして望ましい乾燥方法等について活動しました。

今年度は、現地で大発生しているゴマ葉化病（Sesame Phyllidy Disease）の防除試験を実

施し、安定生産と農薬の適正使用への貢献を目指しました。

本報告書は、今年度の活動概要と成果をとりまとめたものです。

本事業の実施・運営に当たっては、害虫専門家およびカタギ食品株式会社にご支援とご

指導をいただきました。また、現地での活動実施に際しては、ミャンマー農業畜産灌漑省

（MOALI）はじめ、在ミャンマー日本大使館、独立行政法人国際協力機構（JICA）、JICA
「バゴー地域西部灌漑農業収益向上プロジェクト」ならびに民間企業の関係者からご協力

いただきました。特に、MOALI には、本省農業局（DOA）、Magway 地域 DOA およびアウ

ンラン・タウンシップ（Aunglan T/S）DOA より、貴重な情報の提供、訪問先のアレンジや

派遣専門家への同行等、惜しみないご支援を賜りました。ここに深謝申し上げます。

最後に、本報告書は当協会の責任において作成したものであり、農林水産省あるいは日

本国政府の見解を代表するものでないことをお断りいたします。

2020 年 3 月

公益社団法人 国際農林業協働協会

会    長  松 原 英 治
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試験区の設置 農家向けに SPD メカニズムと試験内容を説明 

（5 月 30 日） 

  
害虫調査：雑草地でのすくい取り 害虫調査：普及員、農家と一緒に圃場での捕獲調査（播

種後約 2 週間の発芽直後の圃場で、Sesame jassid を複

数確認） 

   
試験圃場（看板：左。防除区は赤、無防除区（コントロール）は白で示した：右） 

   
SPD 媒介虫 Sesame jassid 

(和名仮称：ゴマスナイロヨコバイ) 
SPD 罹患株（花が葉化したり先

端が叢化する） 
正常な株は先まで莢が付く 
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防除区（A-①）播種後 88 日 

 
無防除区（A-ａ）播種後 88 日 

 

  
ワークショップで、サンプル管瓶に入った

Sesame jassid とカメムシを見る農家 

 

ワークショップの最後は、参加者全員が顕微鏡で

Sesame jassid を確認 

 
ドローンによる空撮映像（円形が、ゴマの島立乾燥） 

 
 

 
 
 

 



 
  

 

目次

第 1 章 事業の概要  .............................................................................................................. 1 
１．事業の目的  .................................................................................................................. 1 
２ 事業の実施方法  ........................................................................................................... 7 

第 2 章 ゴマ葉化病（SPD）防除試験  ............................................................................... 14 
１．試験の期間と実施者  ................................................................................................. 14 
２．背景と目的  ................................................................................................................ 14 
３．試験方法 .................................................................................................................... 14 
４．試験結果 .................................................................................................................... 19 
５．期待する成果  ............................................................................................................ 24 

第 3 章 ゴマ葉化病の媒介昆虫調査  .................................................................................. 25 
１．背景と目的  ................................................................................................................ 25 
２．媒介昆虫 .................................................................................................................... 25 
３．調査方法 .................................................................................................................... 25 
４．結果  ........................................................................................................................... 27 
５．参考文献 .................................................................................................................... 30 

第 4 章 結果の共有とフォローアップ  ............................................................................... 31 
１．試験結果の共有および農薬適正使用の WS .............................................................. 31 
２．フォローアップ  ......................................................................................................... 32 

第 5 章 成果の波及  ............................................................................................................ 35 

ANNEX 
Annex 1 SPD 防除試験農薬散布手順 ........................................................................................ 41 
Annex 2 マニュアル 1：フィロディを防除しよう!! ............................................................. 46 
Annex 3 マニュアル 2：Jassid カード ..................................................................................... 57 
Annex 4 プレゼンテーション 1「Phytoplasma によるゴマ葉化病」 ................................... 58 
Annex 5 プレゼンテーション 2「ゴマ葉化病の防除」 ........................................................ 63 
Annex 6 プレセンテーション 3「ミャンマー黒ゴマ栽培への期待」 ................................ 69 
Annex 7 農家聞き取り調査 ....................................................................................................... 73 
Annex 8 農家聞き取り調査（8 月） ........................................................................................ 75 



 
  

 

略語表

DAR Department of Agricultural Research 農業研究局

DOA Department of Agriculture 農業局

FAO Food and Agriculture Organization 国連食糧農業機関

FAOSTAT
Food and Agriculture Organization Statistical 
Database

FAO 統計データベース

FFA Free Fatty Acid 遊離脂肪酸

GAP Good Agricultural Practice 農業生産工程管理

IPM Integrated Pest Management 総合的害虫管理

ITC International Trade Centre 国際貿易センター

JICA Japan International Cooperation Agency  国際協力機構

MOALI
Ministry of Agriculture, Livestock and 
Irrigation

農業畜産灌漑省

T/S Township タウンシップ

 
 
 
  



 
  

1 
 

第 1 章 事業の概要

 
１．事業の目的

 
ミャンマーは、国民の過半数が農村部で生活し、その多くが農業に従事しているが、近代

的な技術やノウハウが十分に導入されていないため、依然として貧困率が高い。一方、同国

は、相当規模の人口を抱え経済成長を続けることが見込まれ、わが国の食産業の展開につい

て大きな可能性を有している。農家の生産力を向上させ、日本企業が求める農産物の品質・

量を供給し所得向上につなげるため、基礎的な農業技術が十分普及することが必要である。 
本事業では、ミャンマーにおいて、土壌改良、優良種苗の導入、農薬・肥料の適正使用お

よびポストハーベスト対策等の基礎的な農業技術の指導・普及等を通じて、農家の生産力や

所得の向上を図るとともに、日本企業が求める農産物の供給を可能とすることにより、わが

国の農業・食関連の民間企業の進出を促進することを目的とする。 
 
１）事業の背景 

（１）日本とミャンマーの関係 

 表 1-1 は、日本がミャンマーから輸入する食品・農産物（水産物を含む）の金額別トッ

プ 10 品目を示したものである。 

表 1-1 ミャンマーから輸入する主要農水産品（2016 年～2018 年）

出典）財務省貿易統計 

注：各年 1 月～12 月の合計 

 

ミャンマーからの輸入農産品において、ゴマが重要な位置を占めていることが分かる。

中でも、日本は主に黒ゴマをミャンマーから輸入しており、日本国内で消費される黒ゴマ

の 8 割以上がミャンマーから輸入されているといわれる。 

 日本にとって、黒ゴマは、ミャンマー産農産物のうち最重要品目の 1 つであるといえ、

ミャンマーで高品質のゴマが安定して生産されることが期待されている。 
 

（２）ミャンマーにとってのゴマ 

 ミャンマーは、その労働人口の 6 割以上が農業に従事する農業国であるが、GDP 全体

における農業セクターの貢献は約 30%、輸出収益の 20%に留まり、農業における生産性

種類 金額（千円） 種類 金額（千円） 種類 金額（千円）

1 魚介類（その他エビ） 4,316,156 魚介類（その他エビ） 5,414,734 魚介類（その他エビ） 5,043,810
2 乾燥マメ（緑豆） 1,746,019 ゴマ 2,977,008 ゴマ 2,337,235
3 ゴマ 1,442,295 乾燥マメ（緑豆） 2,358,119 乾燥マメ（緑豆） 1,520,780
4 乾燥マメ（雑） 771,298 乾燥マメ（雑） 668,117 乾燥マメ（雑） 621,745
5 魚介類（魚肉） 338,863 水産調製品 260,452 魚介類（軟体） 293,720
6 魚介類（無脊椎動物） 252,000 魚介類（魚肉） 259,850 水産調製品 263,349
7 水産調製品 237,643 魚介類（無脊椎動物） 241,383 天然蜂蜜 254,563
8 乾燥マメ（雑） 231,835 魚介類（軟体） 239,231 魚介類（魚肉） 207,030
9 油糧種子（香料医療用） 185,079 油糧種子（香料医療用） 224,574 魚介類（魚肉） 140,600
10 天然蜂蜜 179,282 魚介類（カニ） 140,706 油糧種子（香料医療用） 136,343

2018年 2017年
順位

2016年
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を向上させ、農家の所得向上を実現することが農業セクターの課題である 1。国家成長政

策の中でも農業セクターは最重要セクターと位置づけられ、経済成長の要とされる。農業

畜産灌漑省は、とくに重要な 10 作物を挙げて生産性および品質の向上を目指しているが、

そこにもゴマが含まれている 2。 
ゴマは、ミャンマーの食生活に欠かせない作物で、薬味、菓子、調理油等に使われ、搾

油後の粕は家畜の飼料として利用されている。また、ミャンマーは世界でもゴマの一大生

産国であり（表 1-2、図 1-1）、ゴマは、中国、日本、韓国等主に東アジア諸国へ輸出されて

おり（図 1-2）、ミャンマーの輸出収益の一部となっている。国際貿易センター（International 
Trade Centre）がまとめたミャンマーの輸出ポテンシャルの高い品目トップ 20 にもゴマは

挙げられており、更なる輸出増の可能性を有していることがわかる。近年、ゴマの一大生産

国である中国がゴマの輸出国から輸入国となったこともあり、国際市場におけるミャンマ

ーのゴマは、今後も存在感を増すものと考えられる。 

表 1-2 ゴマ生産主要 10 ヵ国（2013-2017） 

出典：FAO STAT（2019 年 1 月アクセス） 

 

図 1-1 ミャンマーのゴマ生産量推移（2013-2017） 
出典：FAO STAT（2019 年 1 月アクセス） 

                                                   
1 Department of Planning, Ministry of Agriculture and Irrigation: Myanmar Agriculture in Brief 
2015, September 2015 
2 ゴマ以外の 9 作物は、コメ、トウモロコシ、ラッカセイ、ヒマワリ、ケツルアズキ、リョクトウ、キ

マメ、サトウキビ、ワタ 

2013 2014 2015 2016 2017

1位 タンザニア タンザニア タンザニア タンザニア タンザニア

2位 ミャンマー インド インド ミャンマー ミャンマー

3位 インド ミャンマー ミャンマー インド インド

4位 中国 スーダン 中国 スーダン ナイジェリア

5位 ナイジェリア 中国 スーダン ナイジェリア スーダン

6位 スーダン ブルキナファソ エチオピア 中国 中国

7位 南スーダン エチオピア ブルキナファソ エチオピア エチオピア

8位 エチオピア チャド 南スーダン 南スーダン 南スーダン

9位 ブルキナファソ 南スーダン ナイジェリア ブルキナファソ ブルキナファソ

10位 チャド ナイジェリア チャド チャド チャド
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図 1-2 ミャンマーのゴマ輸出量推移（2013-2016） 
出典：FAO STAT（2019 年 1 月アクセス） 

 
（３）ミャンマーのゴマ生産における課題 

JAICAF では、平成 29 年度「ベトナム及びミャンマーにおける農業生産性・品質向上の

ための技術指導事業（ミャンマー）」を、平成 30 年度「アジア・アフリカ地域の農業者に対

する農業生産技術指導事業（ミャンマー）」を実施し、ミャンマー中央乾燥地帯マグウェ地

域における黒ゴマについて、農業生産性および品質の向上に資するため、技術指導ならびに

フォローアップを行ってきた。農業生産性に関しては、土壌診断や土壌タイプにあった効果

的な施肥方法の技術指導、品質に関しては、わが国企業が大きな課題として挙げている残留

農薬と酸価値上昇の問題に取り組み、栽培中および乾燥時期の害虫防除とポストハーベス

トにおける品質管理について、技術指導を実施した。 
事業を実施する中で、黒ゴマ生産が抱える課題について表 1-3 に示した事項が明らかに

なっている。 

表 1-3 ミャンマーにおけるゴマ生産の課題 

栽培中の課題 
種子 農家は自家採種を繰り返しており、同一品種とされていても形質が揃って

いない。食味の良さによりミャンマー産黒ゴマの調達が始まったが、日本

市場に対応した食味のゴマを確保することが困難 になりつつある。 
土壌・肥培管理 土壌中の有機物が少ない 。施肥量が著しく少なく、生産性が非常に低い。 
農薬 過去にはイミダクロプリドの残留基準値違反が多発したが、関係者の間で

広く問題が認知され、また基準値緩和によりイミダクロプリドの違反件数

は激減した。一方、現地では場当たり的な対応が多く、効果的な病害虫防

除と適正な農薬使用には未だ課題が多い 。わが国では残留基準値の改定が

しばしば行われており、基準値違反はメーカーの最も恐れるところ 。 
病害虫防除 害虫問題への認識が不足 している。適切な防除ができず不適正な農薬使

用 につながる。 
適期収穫 無限伸育性である上、品種のばらつきが多く適期収穫が困難。ロスが多い。 
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収穫後の課題 
乾燥方法 圃場に直に積み上げて乾燥し、その後に島立てして第 2 回目の乾燥をする

農家が多い。積み上げている間に酸価値が上昇、カビの発生 も散見される。 
平成 30 年度事業にて、実証試験を実施、よりよい乾燥法を指導。 

乾燥中の害虫

防除 
平成 30 年度事業にて害虫調査を実施。害虫の 加害によって、収穫量と品

質が低下 しているが、時期的に、農薬による防除は難しい。 
集荷 色によるグレードのみでその他品質による価格差があまりつかず、高品質

ゴマ生産への インセンティブがない 。 
流通 零細集荷業者が複雑に動いており、トレースおよび品質管理が困難 。 

  

また、日本市場が求める黒ゴマの品質基準について、輸出業者段階で市場情報の多くが止

まっていることも課題である。集荷業者の多くは零細で、複雑に生産物が動いており、情報

の道筋が出来ていない。そのため、日本市場のニーズについて、現地の農業関係者、特に川

上の理解が十分に得られているとはいえない。 
過去数年間、ミャンマー産黒ゴマで大きな問題であったイミダクロプリドの残留基準値

の違反については、平成 29 年度事業でも取り扱い、また、わが国ゴマメーカーや商社の

努力もあって、関係者全員の共有するところとなっている。一方、生産現場では、「農薬

を使わなければ問題は起こり得ない」として、農薬、特にイミダクロプリドの栽培中の使

用を禁ずる指導が行われている。しかし、農家にとっては、単純な農薬制限の指導は、病

害虫が大発生する中で手をこまねいて見ていることに等しく、隠れて不適切な農薬使用に

手を出したり、生産量を大きく落としたりすることにつながりかねない。また、日本では

すでに基準が変更され、イミダクロプリドの残留はほとんど問題になっていない 3。最近

のシップバックの理由は、アフラトキシンや他の農薬である 4。イミダクロプリド以外の

農薬については、基準値が厳格化している（あるいは、今後厳格化が予定されている）も

のがあり、適正な使用がこれまで以上に求められる。日本企業も神経をとがらせている。 

２）活動内容と目標 

（１）活動内容 

 今年度、本事業では、黒ゴマを対象作物とし、農薬の適正使用に係る技術指導を実施し

た。 

今、現地で大きな問題となっているのが、現地で「Phyllody」と呼ばれるゴマ葉化症

（Sesame Phyllody Disease: SPD）である（図 1-3）。例えば、平成 29 年度、訪問した

圃場 20 ヵ所のうち 18 ヵ所で発生が見られ、症状が重い圃場では約半分のゴマが発症し

ていた。平成 30 年度では、確認した 25 農家の圃場とその周辺圃場すべてで発症が確認さ

れた。SPD に罹患すると、ゴマの花が奇形化（葉化）したり、叢状を呈したりし、生殖能

力を失するため、罹患した時期が早ければ、そのゴマからの生産は見込めない。平成 30

                                                   
3 2017 年 7 月 18 日、0.01ppm の一律基準が 0.05ppm に緩和された。2017 年度は 9 件の輸入違反中 6
件がイミダクロプリドが原因であったが、2018 年度はこれまでイミダクロプリド関連は 0 件。 
4 2018 年 4 月~2019 年 2 月の違反事例は 5 件、うち、2 件が 2-4D 残留値、1 件がカルバリル残留値、2
件がアフラトキシン検出であり、ミャンマー産ゴマの違反は 2 件でいずれもアフラトキシン。 
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年度事業で開催したワークショップでも、農家は SPD に悩んでおり、収穫ゼロの圃場も

あるとの悲痛な声が上がった。 
 SPD は、ファイトプラズマの一種 Sesame Phytoplasma によって引き起こされ、当該

病原菌を媒介するのは Sesame jassid（ゴマスナイロヨコバイ：和名仮称）であることが

分かっている。ただし、罹患と発症の間にはタイムラグがあり、発症した時点では手遅れ

である。このことが、防除を難しくしている。 

図 1-3 花が葉化したゴマ（左）、収穫期のゴマ。罹患株には種子が付いていな
い（中）、ファイトプラズマを媒介するゴマスナイロヨコバイ（右）（写

真提供：藤家梓氏） 

 
 
SPD が何によって起こるのか、いまだ理解していない農家は非常に多く、病気の発現が

開花期であるため、発症後である栽培後期に、不適切な農薬使用を行っている恐れがある。 
一方、ミャンマー農業畜産灌漑省は、ドナーの支援によって、“Plant Protection アプ

リケーション”（DOA pp）を農家に配布しており、そのアプリには、SPD の防除法が含

まれている。しかし、推奨農薬の記載はあるものの、散布時期についての記述はない。 
 本事業では、生産の安定化を図り、かつ農家や普及員が病虫害の原因や農薬の薬効を理

解して主体的に対応するよう促すため、現地で今大きな問題となっている SPD の防除方

法を、農家、普及員とともに実証した。 
また、試験結果を共有するワークショップを開催し、農薬や害虫防除全般の基礎情報や

基本的な考え方についても指導した。これらをミャンマー語のマニュアルにとりまとめ、

関係者に供した。 
 
（２）事業目標 

上記活動によって、下記の成果を得ることを目標とした。 
① SPD の防除方法が特定され、現地関係者に理解される。 

② 農薬の適正使用の必要性が理解される。 

また、生産段階における課題を解決するため、活動に取り組むに当たっては、 

 市場ニーズを理解し、ニーズに対応したいと考える市場志向型の中核的農家の育成 

 市場志向型農家を支援する農業普及員、現場での調査方法や指導方法を理解した農業

普及員の育成 

に資することを常に視野に入れて実施した。 

罹患株 

正常株 
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３）対象地域 

ミャンマーは、丘陵山岳地域、中央乾燥地域、デルタ地域、沿岸地域の 4 つの気象地域に

分けられるが、ゴマは主に中央乾燥地域で栽培されている。中央乾燥地域は、図 1-4 に示す

通り、マンダレー地域（Mandalay Region）、マグウェ地域（Magway Region）、サガイン地域

（Sagaing Region）の 3 地域からなり、これらの地域でのゴマ生産量が全体の約 90％を占め

る。これら 3 地域のうち、マグウェ地域が日本向け黒ゴマの主要生産地である。そのなかで

も、重要な生産地であるアウンラン・タウンシップ（Aunglan T/S）を対象地域とした（図 1-
5）。 
 

 
図 1-4 ミャンマー国地図 出典: Australian National University 
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図 1-5 マグウェ地図 出典：Myanmar Information Management Unit
 

 
４）その他関係機関 

 本事業では、全国胡麻加工組合の加盟企業であるカタギ食品株式会社から、食用ゴマ品質

管理の専門家を派遣いただいた。 
実際にゴマを取り扱うメーカーの方が専門家として参画し、直接、農家や普及員に説明い

ただくことで、わが国企業の求める黒ゴマについて、ミャンマーの生産現場、サプライチェ

ーン関係者により効果的に伝えることができた。農業畜産灌漑省等の行政関係者も、正しく

日本市場のニーズを得る機会となった。 
 
 
２ 事業の実施方法

 
１）現地活動実績 

（１）事前調査 

日本からミャンマーに調査員を派遣し、現地関係者等への聞き取り等を行うとともに、

SPD防除試験実施に向けた準備を行った。 

DOAとは、SPDの防除方法および実証試験の詳細計画を協議した。また、対象地域であ

るアウンランT/Sでは、SPD発生状況の聞き取り調査を行うとともに、試験実施圃場を特定

し、実証試験を開始した。さらに、実証試験を補完する農薬使用や周辺環境に関する記録付

けやヨコバイ類を含む害虫の発生調査について、それぞれ農家と普及員に指示した。また、

Aunglan T/S
日本向け黒ゴマ生産

パイロット地区として、DOAとともに展

示、実験、現場での農家直接指導を行う

MOALIマグウェ事務所

DOAを通じパイロット地区での成果を他

の地域内の他のT/Sと共有

Bago地域（Phyi T/S等）

西バゴーでのJICA「バゴー地域西部灌漑農

業収益向上プロジェクト」等と成果を共有

し連携を図る
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試験開始に当たって、試験圃場が位置するYe Paw村農家を対象として、SPDの特徴やその

発生メカニズムならびに防除試験の方法について共有した（表1-4）。 
 

表1-4 事前調査概要 

調査員 調査期間 調査内容 

西山亜希代 
（JAICAF調査役） 

藤家 梓（害虫専門家） 
 

5月19日～6月2日 
（15日間） 

- 黒ゴマの品質・量に関する課題の確認 
- SPD防除試験の詳細計画協議・共有 
- アウンランT/Sにおける 
① 葉化症発生状況等の確認 
② 葉化症発生時の各農家の対処方法調査 
③ 防除試験圃場の特定 
④ 防除試験区の設定 
⑤ 防除試験の開始（種子処理と播種） 
⑥ 農家および普及員の役割の確認、指導 

 

出張日程（出張者：西山亜希代／藤家梓） 

 

 

 

 

 

 

時間 活動 宿泊地

5/19 日 成田→ヤンゴン（全日空） ヤンゴン

5/20 月 09:30
11:30

日本大使館
ヤンゴン→ネピドー

ネピドー

5/21 火 10:00
15:30

農業畜産灌漑省農業局局長面談
同農業研究局訪問

同上

5/22 水 09:00
12:30
15:00
16:00

ネピドー→Magway
Magway地域農業局局長面談
農業資材店調査・必要農薬入手
農業研究局Magway支所（油糧種子研究所）表敬

マグウェ

5/23 木 09:30
14:00
16:00

Magway→Aung Lan T/S
Aung Lan T/S 農業局所長・普及員・農家面談
試験圃場確認、試験区設置準備

ピー

5/24 金 試験区設置作業、害虫調査
農業資材店調査・必要資材入手

同上

5/25 土 資料整理 同上

5/26 日 資料整理 同上

5/27 月 資料整理 同上

5/28 火 10:00 Aung Lan T/S 農業局打合せ 同上

5/29 水 害虫調査/農家聞き取り調査 同上

5/30 木 普及員害虫調査指導
農家向けWS（ゴマ葉化病、防除試験）
害虫調査

同上

5/31 金
12:00

播種
Aung Lan T/S農業局、農家打合せ

同上

6/1 土 08:00
21:45

ピー→ヤンゴン
ヤンゴン発

機中

6/2 日 06:00 成田着

月日
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（２）技術指導 

 アウンラン T/S に専門家を派遣し、農家および普及員とともに、SPD 防除試験と媒介

昆虫の消長調査を実施し、試験を通じて、OJT により農薬の適正使用や害虫調査について

指導した（表 1-5、1-6）。防除試験については、収穫後、日本で使用農薬の残留分析を行

い、試験した防除法によって農薬の残留がないことも確認した。 
技術指導の最後には、実証試験の結果を基に、①SPD 発生のメカニズムと媒介昆虫、②

SPD の防除法と農薬使用の考え方、③日本市場が求める黒ゴマの品質と必要な品質管理

についてのワークショップを開催した。SPD の防除は生産量の安定化に大きな影響を与

えるものであり、また、農薬の適正使用は食品の安全性確保に直接関係する。これら情報

を、日本の市場ニーズと関連づけて提示した。さらに、④防除試験と並行して実施した害

虫調査（ゴマスナイロヨコバイの消長調査）の経験や防除法の T/S 内での普及について、

指導対象であった普及員からも発表してもらった（表 1-7）。 

 

表 1-5 技術指導概要（専門家派遣実績）

 派遣専門家 
（担当分野） 

派遣期間 指導内容 

第1回 西山亜希代 
（生産工程管理） 
藤家 梓 
（害虫） 

6月22日～7月6日 
（15日間） 

- 実証試験の実施（農薬散布） 
- 害虫発生調査および記帳の確認と指導

（農家・普及員対象） 
- 農薬の適正使用の指導 

第2回 西野俊一郎 
（生産工程管理） 

8月17日～9月7日 
（22日間） 

- 実証試験の実施（発症株数の確認と比

較、刈取り、サンプリング） 
- 農薬の適正使用の指導 

第3回 西山亜希代 
（生産工程管理） 
藤家 梓 
（害虫） 

11月10日～19日 
（10日間） 

- ワークショップ開催 
＊SPD発生の仕組みと媒介昆虫 
＊試験結果の共有 
＊農薬適正使用 
＊日本市場のニーズ 御園生 学 

（食用ゴマ） 
11月10日～20日 
（11日間） 

出張日程（第 1 回）（出張者：藤家梓／西山亜希代） 

活動 宿泊地

1 6月22日 土 11:25 成田→16:05ヤンゴン（NH813） ヤンゴン

2 6月23日 日 ヤンゴン→ピー ピー

3 6月24日 月
10:00
PM

Aung Lan　DOA
圃場確認

ピー

4 6月25日 火 農家調査／害虫調査指導 ピー

5 6月26日 水 農家調査／害虫調査指導 ピー

6 6月27日 木 農家調査／害虫調査指導 ピー

7 6月28日 金 農薬散布（播種後4週間） ピー

8 6月29日 土 害虫調査指導（於：Aung Lan DOA） ピー

日時
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出張日程（第 2 回）（出張者：西野俊一郎）

時間 活動内容 宿泊地

1 8月17日 土
11:25
16:05

成田発（NH813）
ヤンゴン着

ヤンゴン

2 8月18日 日 移動：ヤンゴン→ネピドー ネピドー

3 8月19日 月
10:00 DOAドローンチーム訪問

移動：ネピドー→マグウェ、マグウェDOA訪問
マグウェ

4 8月20日 火 AM 移動：マグウェ→ピー ピー

5 8月21日 水 アウンランDOA訪問／現場作業（試験結果目視確認） ピー

6 8月22日 木
現場作業（区画分け）
ドローン作業１日目（作業計画確認、空撮テスト）

ピー

7 8月23日 金 ドローン作業２日目（オルソフォト用空撮） ピー

8 8月24日 土 小区画別株数カウント１日目 ピー

9 8月25日 日 書類整理 ピー

10 8月26日 月
小区画別株数カウント２日目／坪刈り１日目／ゴマサンプリ
ング１用の個体確保

ピー

11 8月27日 火 乾燥場所整備／株ごとの莢数カウント１日目 ピー

12 8月28日 水 坪刈り２日目／莢数カウント２日目 ピー

13 8月29日 木 農家インタビュー１日目 ピー

14 8月30日 金 ゴマサンプリング２用の個体確保／農家インタビュー２日目 ピー

15 8月31日 土 DOA普及員等への支払い業務／データ受取り ピー

16 9月1日 日
移動：ピー→ヤンゴン
ミタス社に植物検疫証明書取得に係る業務の依頼

ピー

17 9月2日 月 書類整理／莢中のゴマ粒数のカウント ピー

18 9月3日 火
9:00
13:30

JICA事務所報告
日本大使館報告

ヤンゴン

19 9月4日 水
書類整理／莢中のゴマ粒数のカウント
現地旅行代理店調査

ヤンゴン

20 9月5日 木 資料整理（帰国予定日だが空港トラブルにより欠航） ヤンゴン

21 9月6日 金 21:45 ヤンゴン発（NH814) 機中

22 9月7日 土 6:50 成田着

月日

活動 宿泊地

9 6月30日 日 資料整理 ピー

10 7月1日 月 農薬販売店調査 ピー

11 7月2日 火
10:00
PM

Aung Lan　DOA(次回散布、次回ミッション、WS開催検討）
ピー→ネピドー

ネピドー

12 7月3日 水 10:00 DOA：ドローン使用・植物防疫手続き依頼 ネピドー

13 7月4日 木
15:00

ネピドー→ヤンゴン
awba社訪問（Sesame jassid・Phyllody防除の情報収集）

ヤンゴン

14 7月5日 金
10:30
21:45

JICA訪問
ヤンゴン発（NH814）

機中

15 7月6日 土 7:00 成田着

日時
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出張日程（第 3 回）（出張者：藤家梓／御園生学／西山亜希代）

表 1-6 使用した農業資機材

種類 指導における活用方法 指導内容 

イエロートラップ等ヨコバ

イ類の調査に必要な消耗品

一式 

-ヨコバイ類の発生実態の

確認と害虫調査のOJT 
資機材を利用して、普及員に播

種期から収穫期までのヨコバイ

類発生状況調査手法を指導。 
 

 

表 1-7 ワークショップ等の開催（実績）

開催日 開催場所 対象 内容（発表者） 

11月13日 
 

アウンランT/S
Ye Paw村 

Ye Paw村およびその

周辺村のゴマ農家 
SPDと媒介昆虫について（藤家 梓） 
SPD防除試験の結果と農薬の適正使

用（西山 亜希代） 
日本の黒ゴマ市場と品質管理 
（御園生 学） 

活動 宿泊地
1 11/10 日 成田→ヤンゴン ヤンゴン

2 11/11 月 08:00
16:30

ヤンゴン→ピー
Aung Lan DOA事務所：普及員と発表検討

ピー

3 11/12 火 終日 Aung Lanセミナー準備 ピー

4 11/13 水 13:00 Aung Lanセミナー（村落） ピー

5 11/14 木 10:00 Aung Lanセミナー（事務所） ピー

6 11/15 金 10:00

14:00

冬ゴマ圃場視察
Aung Lan→マグウェ
マグウェセミナー準備

マグウェ

7 11/16 土 10:00 マグウェセミナー マグウェ

8 11/17 日 マグウェ→ネピドー
ネピドーセミナー準備

ネピドー

9 11/18 月 14:00 ネピドーセミナー ネピドー

10 11/19 火 08:00
09:30

御園生：ネピドー→ヤンゴン→ヤンゴン発
藤家・西山：DOAでのフォローアップ
　　　　　ネピドー→ピー

ピー

11 11/20 水
09:20

（御園生：帰国）
Aung Lan　農家、普及員インタビュー

ピー

12 11/21 木 09:00 ピー→ヤンゴン ヤンゴン

13 11/22 金 10:00
22:10

JICA訪問
ヤンゴン発

機中

14 11/23 土 帰国

日時
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11月14日 
 

アウンランT/S
  
DOA事務所 

アウンランT/S普及員 
マグウェ地域内普及員

とゴマ農家 

SPDと媒介昆虫について（藤家 梓） 
SPD防除試験の結果と農薬の適正使

用（西山 亜希代） 
害虫調査と防除試験－普及員として

の経験（Mr. Win Myint Oo、アウ

ンランT/S普及員） 
日本の黒ゴマ市場と品質管理 
（御園生 学）  

11月16日 マグウェ地域D
OA事務所 

マグウェ地域内普及員 

11月18日 MOALI－DOA MOALI DOA局次長

、職員 

 

 

（３）フォローアップ 

 指導対象とした中核的農家を訪問し、防除法や媒介昆虫等に関する疑問点を解消しつつ、

本事業で示した防除法の導入可能性、阻害要因の有無等を聞き取りながら、フォローした。

また、調査および指導に参加した普及員に対しても同様に、調査法等の疑問に応え、今後、

同様の活動を継続するために予定する取り組み等を聞いた（表 1-8）。

事業の成果を普及するため、実証した SPD 防除法と農薬の適正使用に関するマニュアル

およびゴマスナイロヨコバイの害虫カードを作成した。ミャンマー語で作成し、現地関係者

に配布したほか、農業畜産灌漑省や地域の DOA 事務所には電子データ（DVD）でも提供し

た（表 1-9）。また、マニュアルや害虫カードの電子データは、現地でより広範に活用いた

だくため、わが国ゴマメーカーにも提供した。 
 

表 1-8 現地フォローアップ

派遣専門家 実施時期 内容 
西山亜希代 
（生産工程管理） 
藤家 梓 
（害虫） 

11月20日～23日 
（4日間） 

中核農家グループとのディスカッション 
- 防除法および害虫に関する疑問 
- 防除法導入の阻害要因と対策 
- 農薬の適正使用の理解状況の確認 
- 市場ニーズに合致したゴマ生産への取り組み 
普及員とのディスカッション 
- 農家指導における不安要因の確認とその解消 
- 学んだ技術の普及状況および波及見込み 
- マニュアル（案）について 

 

 

表 1-9 マニュアルの作成

種類 部数 配布計画 
- 葉化症の防除法と農薬の適正使用 
- 害虫カード（ゴマスナイロヨコバイ） 

ミャンマー語 
各100部 

DOA職員（10） 
DAR職員（10） 
T/S普及員および農家（80） 
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（４）報告書の作成 
事業の成果を普及するため、本事業報告書（日本語版および英語要約版）を関係各所に配

布した（表 1-10）。JAICAF ホームページ上で公開し、関係者の利用に供した。 
 

表 1-10 報告書配布先

部数 配布先

日本語 50 部

英語 50 部

農林水産省、外務省、協力企業等、在外公館、JICA、協力機関（者）・国際

機関、派遣専門家、予備

農林水産省、外務省、協力機関、JICA、駐日公館、ミャンマー農業畜産灌漑

省農業局、同農業研究局、在外公館、派遣専門家
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第 2 章 ゴマ葉化病（SPD）防除試験

西山 亜希代・西野 俊一郎・藤家 梓 

 

１．試験の期間と実施者

 
試験期間：2019 年 5 月～2019 年 9 月 
 
試験実施者：JAICAF ゴマチーム（西山、西野、藤家、御園生、Su Pyi Son） 

アウンラン T/S 普及員（Mr. Win Mying Oo）、農家（Mr. Win Naing Oo） 
 
２．背景と目的

 

Magway 地域では、ゴマ葉化病（Sesame Phyllody Disease：SPD）が地域一帯で激発し、

収量を著しく減少させている。しかし、SPD の原因細菌や媒介昆虫への農家の理解は十分

ではない。さらに、適切な防除対策を立てるために必要な媒介昆虫（Sesame jassid）の発

生状況に関する情報も不足している。 
本試験では、媒介昆虫の発生状況を調査するとともに農薬の適切な使用によって媒介昆

虫を防除し、ゴマ葉化病の発生を抑制する。さらに、農薬残留基準を順守するための農薬使

用方法を実証する。これらの活動を通し、収量の安定化に貢献するとともに、農薬の適正使

用の重要性への理解を促す。 
 

３．試験方法

 

 試験地：アウンラン T/S、Ye Paw 村 
（標高 240 フィート N 19°17′44″ E 95°16′59″） 
 

 試験区（A～C）：防除区（A-①、A-②、B-③、B-④、C-⑤、B-⑥）と無防除区（A-
ａ、A-ｂ、B-ｃ、B-ｄ、B-ｅ、B-ｆ）を設け、2019 年 5 月下旬に播種した（5 月

31 日、播種）。各試験区 2 反復とし、3 圃場（A 圃場、B 圃場および C 圃場）で行

った（図 2-1）。ただし、C 圃場は栽培途中の大雨被害に備えた予備圃場とした。ま

た、各試験圃場の周囲には 5m ずつ緩衝地帯を設けた。緩衝地帯での作物栽培は行

わないこととした。 
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 防除方法の概要：DOA Plant protection mobile application（DOA pp）に従い、次

の通り防除した。①播種直前にイミダクロプリドによる種子処理、②播種後 2 週間

での第 1 回農薬散布（ジメトエート）、③播種後 4 週間での第 2 回農薬散布（ジメト

エート）、④播種後 6 週間での第 3 回農薬散布（ジメトエート）、⑤第 3 回農薬散布

以降、農薬は散布しない、⑥試験区では、合計 3 回の農薬散布以外は、原則として行

わず、それ以外の栽培管理（施肥等）については他の圃場と同様に行った。 
 
[具体的な手順・方法]  

 イミダクロプリドによる種子処理 
現地農家が通常行う方法に従い、下記の通り実施した（写真 2-1）。 
 使用農薬：DOZER 20WP（イミダクロプリド 20%） 
 使用種子：1kg（農家自家採種による Samou Nei） 
 
① 1kg の種子を 500g ずつ分け、うち 500g を無防除区、残りの 500g を防除区用

として準備。 
② イミダクロプリド剤 1.75g（約 2g）を計量秤で取り分け、ロートを使って空きペ

ットボトルに入れる。 
③ イミダクロプリドを入れたペットボトルに少量（50~100cc）の水を入れて、よ

く振り混ぜる。 
④ ビニールシートの上に広げた防除区用種子 500g に溶かしたイミダクロプリド

を掛け、ビニール手袋をした手でよくかき混ぜる。その後、ビニール袋の上に広

げて 10 分ほど乾燥させる。 

図 2-1 試験区 
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⑤ 無防除区用種子 500g と防除区用種子 500g を、それぞれ別の播種器（プラスチ

ックカップの底に 5mm ほどの穴を 2 つあけて、柄を付けたもの）に入れる。 
 

写真 2-1 種子処理の様子 

 播種 
現地農家が通常行う方法に従い、下記のとおり実施した。 
① 牛耕後、畝間 18 インチ（約 46 ㎝）で畝立する。 
② N-P-K（20-12-12）の複合肥料と CaSo4･2H2O98%、Ca24%、S17%の複合肥料

を 2:1 の割合で混ぜ、12a に合計 12.5kg を施肥する（写真 2-2）。 
③ 施肥後、防除区にイミダクロプリド処理済みの種子を、無防除区に処理していな

い種子を、それぞれ播種器を使って播種する（写真 2-3）。 
④ 播種後、犂で覆土する。まず、無防除区 6 区画を覆土し、その後、防除区 6 区画

を覆土する。 

写真 2-2 混合された複合肥料     写真 2-3 播種の様子と播種器（右） 
 

 農薬散布の指示 
下記の通り農薬を散布することとして、普及員および農家に指示した（ANNEX 1）。
なお、播種後 2 週間の第 1 回散布および播種後 6 週間の第 3 回散布は、JAICAF ゴ

マチームの派遣はなく、普及員と農家のみで行った（図 2-2）。 

 使用農薬：Danadim 40EC（ジメトエート 40%） 
 （農薬のラベルに明記されている使用説明）農薬 15cc を 1 ガロン（約 4L）

の水に溶かす。1 エーカー（約 40a）当たり 400-600cc 散布。 
① 4.8 ガロンの水に 72ml のジメトエートを入れ、よく混ぜ合わせる。 
② 噴霧器で防除区 6 反復（計 6ａ）に、できるだけ均等に散布する（写真 2-4）。 
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写真 2-4 農薬を水に入れ、よく混ぜ溶かし（左、中）、防除区に均等に散布する（右） 
 
 

図 2-2 活動スケジュール 
 
 
 栽培管理 

通常のゴマの栽培管理と同様に実施した（普及員指導の下、農家が実施）。 
① 播種後 17 日前後に除草および間引き作業を行う。 
② 播種後 18 日前後に追肥を行う（12a に 12.5kg）。 
③ 播種後 27 日目前後に除草作業を行う。 
④ 播種後 27 日目前後に追肥を行う（12a に 12.5kg）。 
⑤ 播種後 38 日前後に追肥を行う（12a に 12.5kg）。 

 
 発病状況調査：収穫時に、各試験区における発病株率を調査した。 

測定準備 
試験結果の測定にあたって、１試験区をさらに 2.5m×2.5m の小区画で 16 分割

した（写真 2-5）。 
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      写真 2-5 収穫時の試験区の様子：防除区（左）と無防除区（右） 

 
 
測定内容 
① 収穫期となる播種後 85～90 日において、試験区内の SPD に罹患した株および

健全株の数をカウントし、小区画ごとに罹患率を算出した（写真 2-6）。 
② 各試験区において 1m×1m で坪刈りを行い、株ごとの莢の数、莢内部の粒の数、

粒の重量を測定した。 
③ ドローン空撮による SPD 発生状況の分析を試みた（写真 2-7）。 

写真 2-6 DOA 普及員と手分けして作業      写真 2-7 DOA ドローンチーム 
 
 

 収量への影響調査： 
下記手順によって、収量への影響を推測した。 
① すべての試験区において、ランダムに 3 ヵ所を坪刈りする（1m×1m×3 区画）。 
② ①で刈取った株の全てについて、健全株の数と莢の数をカウントする。 
③ ①で刈取った株の全てについて、罹患株の数と莢の数をカウントする。 
④ ②および③から、健全株 1 株当たりの莢数と罹患株 1 株当たりの莢数の平均値

を算出する。 
⑤ ①で刈取った株のうち、健全株から 30 莢をランダムに採集⇒さらに、10 莢を

ランダムに採集し、健全株の莢の重量を計測、1 莢当たりの重量を算出する。 
⑥ ①で刈取った株のうち、罹患株から 30 莢をランダムに採集⇒さらに 10 莢をラ

ンダムに採集し、罹患株の莢の重量を計測、1 莢当たりの重量を算出することと

したが、実際は、試験区 A からは罹患株が採集できなかったため、試験区 B お

よび C から採集した莢 20 莢について、重量を計測し、1 莢当たりの重量を算出

した。 
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 農薬残留分析：防除区のゴマを日本に持ち込み、使用した農薬の残留を分析した。 
検体採取 
例年、播種後 88 日程度で収穫することから、播種後 88 日目で採取した。なお、2019
年シーズンは天候不順のため登熟が遅れ、90 日超での収穫となったことから、参考

値として収穫日のゴマの採取も行った（92 日目）。 
検体 
検体は、播種後 88 日目に防除区（①～⑥）からランダムに採取した 200g/検体のゴ

マ種子および播種後 92 日目（実収穫日）に防除区（①および②）からランダムに採

取した 200g/検体のゴマ種子の計 8 検体とした。 
分析対象 
分析対象の農薬は、本試験で使用したイミダクロプリドとジメトエートの 2 種とし

た。 
 

 その他 
 農家（Mr. Win Naing Oo）は、農薬の施用記録を付けた。また、試験区の周辺

圃場の農薬散布状況や害虫発生状況等を観察し、できるだけ記録しておくこと

とした。 
 本試験と並行して、媒介昆虫調査を実施した（第 3 章参照）。 

 
 
４．試験結果 
 
１）試験区の設定とゴマの生育状況 

A および B の試験区では生育は良好であったが、一部の区で大雨による被害があった。

また、C は生育が非常に悪い結果となったが、これは圃場の地力が低下していたためだと考

えられる。このため、C については、試験結果の考察から外すこととした（写真 2-8）。 
 

 
写真 2-8 実際に設定した試験区（ドローン空撮合成画像） 
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２）罹患率 

防除区と無防除区で SPD の発生は目視で判別できるほど違いが生じた。罹患率は防除区

で平均 1.1％、無防除区で平均 8.4％となり、SPD 発生率に約８倍の差がみられた（図 2-3）。 
本試験では１試験区を 16

の小区画に分けたところ、小

区画別のSPDの罹患率は0％
～30％と幅が大きく、集中的

に SPD が発生する小区画が

見られた（図 2-4）。これは、

媒 介 昆 虫 で あ る Sesame 
jassid が偏在し、吸汁被害が

集中的にあったものと考えら

れる。 
 

 

図 2-4 小区画ごとの SPD 罹患率（％） 

 

３）収量への影響 

SPD 罹患株のうち莢の付く株もあるが、例え莢がついたとしても正常なゴマが得られる

のは、罹患株の莢のうち 20 株に 1 株のみで、ゴマはほぼ不稔か生育不良となり、正常なゴ

マ種子が得られる莢は 5%に過ぎないことも確認できた（写真 2-9）。このことから、罹患率

がほぼそのまま収量の減少率につながると判断できる。 

写真 2-9 正常株のゴマ（左）と罹患株のゴマ（右） 

 
図 2-3 SPD 罹患率の違い（％） 

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

A B
防除区 無防除区

A B
A-① A-b B-③ B-d

0 0 3.6 1.5 3.3 1.3 2.3 0 0.8 0 0 1.2 2.1 8.9 5.5 2.7

3.2 0 1.7 1.8 4.8 8.2 1.5 1.6 0 0.7 0 0 7.6 0.9 1.9 13.8

0 2.8 2.4 0 0 1.8 3.3 12.5 0 0 1.7 0.8 13.9 6.5 3.4 12.9

1.6 6.6 0 0 2.5 7.5 10.5 8.1 3.7 6 4.4 0 11.8 5.7 5.1 12

A-a A-② B-c B-④
30.4 21.7 14.3 10.8 2.2 0 1.1 0 9.7 7.2 10.9 7.2 1.2 0.9 1 1.6

11.1 8.8 12 11.4 0 0 0 1 5.1 9.4 7.5 7.4 2.5 2.6 0 1.4

15.8 13.1 11 12.5 0 0 0 0 20.5 17.8 9.2 8.2 0.9 0.8 0 0 5％～
7.8 2.8 7.8 8.7 2.1 0.9 1.2 0 8.8 16.2 11 6.3 3.1 0.8 0 5.2 10％～

20％～
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今回の試験では、無防除区の罹患率 8.4%であり、もしすべてが健全株であった場合と比

較すると、8.4%の減収となる。 
坪刈りの調査によると、健全株 1 株当たりのゴマ重量は 4.22g であった（表 2-1）。これ

らの結果から、防除区 1 エーカーから収穫できるゴマ株数は 61,691 株であり、それらがす

べて健全株であった場合と、罹患率 8.4%で SPD に罹患した場合の差は、計算上、21.6kg
であった。 

 
表 2-1 1 株当たりのゴマ重量 

 1 株当たりの莢数 
（ａ） 

1 莢当たりのゴマ重量 
（ｂ） 

1 株当たりのゴマ重量 
（ａ）×（ｂ） 

健全株 22.2 0.19 4.22g 
 
 

表 2-2 8.4%が罹患した場合の損失（エーカー当たり） 

注）販売金額を 1 バスケット 75,000kyat と想定した場合 

 
 
 なお、聞き取り調査や 2017 年度の目視調査によると、圃場によっては 20-40%余りの罹

患率となることもある。また、継続して罹患していることが多く、損失はかなり大きいもの

と推察できる。例えば、作付面積が 10 エーカーあれば、罹患率 8.4%であっても 9 バスケ

ット、67 万 50005チャットの損失となる（販売金額が 1 バスケット 7 万 5000 チャットの

場合）。これが 5 年 10 年継続して発生した場合、その損失は非常に大きい（表 2-2）。 
 
 
４）農薬残留分析 

 例年の収穫日である 88 日目に当たる 8 月 26 日に各防除区から 1 検体ずつ採取した計 6
検体と、実際の収穫日であった 92 日目に当たる 8 月 30 日に A-①および A-②から採取し

た計 2 検体の合計 8 検体のイミダクロプリドとジメトエートの残留を分析した（依頼先：

日本食品分析センター）。 
 その結果、全検体は両農薬とも「検出せず」との結果となった（表 2-3）。 

                                                   
5 1 チャット≒0.077 円。67 万 5000 チャットは約 51,975 円（2020 年 3 月 13 日レート） 

すべて健全株
（61,691株）

8.4%のゴマが罹患

罹患株
（5,182株）

健全株
（56,509株）

莢の数 1,369,540 101,049 1,254,500
ゴマの重量 260,213g 5,052g 238,355g
収量（販売可能なゴマの重量） 260.213kg 0.25kg 238.355kg

収量計 10.5バスケット 9.6バスケット

販売収入 787,500kyat 720,000kyat
差差額額 67,500kyat
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表 2-3 防除区ゴマの農薬残留分析

 
 
 
５）ドローン空撮による SPD 発生の判別

本試験ではドローンを用いた空撮による SPD 発生の判別を試みた。健全な株の場合、収

穫期のゴマは株の先端まで莢が発生し、かつ細長い葉が交互に発生している。一方で SPD
罹患株の場合、株の先端部に葉色が薄く、かつ球状の葉の塊が形成される。また、莢は SPD
が進行しているとほとんど形成されない。このことから、ゴマ圃場を真上から見た場合に、

SPD 罹患株の球状の葉と健全な葉が判別できる。（写真 2-10）。 
ドローン空撮では、解像度別に圃場の撮影を行った（4cm→2cm→1cm→0.5cm/pixel）。

その結果、解像度 0.5cm/pixel であれば、SPD による球状の葉と推定できた（写真 2-11、
2-12）。 

Sample Date Test Item Result

A-① 26 Aug;
88 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

A-② 26 Aug;
88 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

B-③ 26 Aug;
88 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

B-④ 26 Aug;
88 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

C-⑤ 26 Aug;
88 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

C-⑥ 26 Aug;
88 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

A-①-2 30 Aug;
92 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

A-②-2 30Aug;
92 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected
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写真 2-10 健全株と罹患株における上からの画像比較 

 
写真 2-11 解像度別の空撮画像比較 

 
写真 2-12 解像度別の空撮画像比較 

注）丸は SPD 罹患株と推定されるものを示す。 
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５．期待する成果

 

試験結果は、アウンラン T/S、マグウェ地域、ネピドーで開催したワークショップで関係

者に共有した。また、試験結果を踏まえ、ゴマ葉化病防除法および農薬適正利用に関するマ

ニュアルならびに媒介昆虫の紹介カードを作成し、農家、普及員等に配布した（ANNEX 2）。 
 

 以上より、下記の成果が期待される。 
 
① ゴマ葉化病の防除方法が明らかになり、防除方法を村内に普及することにより、収量増

が期待される。 
② 普及員（Mr. Win Mying Oo）や農家（Mr. Win Naing Oo）がリーダーとなって、ゴマ

葉化病防除に取り組む意識が、村内で高まる。 
③ 農薬の適正使用や IPM に関する理解が深まる。 
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第 3 章 ゴマ葉化病の媒介昆虫調査 
藤家 梓・西山亜希代 

 

１．背景と目的 
  

ミャンマーのゴマ圃場において、雨期ゴマを中心としてゴマ葉化病（SPD、写真 3-1）が

猛威をふるっている（JAICAF, 2018, 2019）。本病に感染した株では花が葉化するため、莢

数が激減する。したがって、大きな減収が起こっていると思われる。ゴマ葉化病は、細菌の

一種であるファイトプラズマ（Sesame phyllody phytoplasma）がヨコバイ類の一種

Sesame jassid（写真 3-2）によって媒介されることによって起こる。そこで、ゴマ葉化病対

策の一環として、本病の媒介昆虫の発生実態を明らかにするため、ゴマ圃場や雑草地におい

て発生状況調査を行った。さらに、別途実施した、ゴマ葉化病の防除試験の参考データを得

るため、Sesame jassid 成虫を対象として室内殺虫効果試験を行った。 

 
 
 
２．媒介昆虫 
 
ヨコバイ類はカメムシ目（Hemiotera）のヨコバイ科（Cicadellidae）に属し、Leafhopper

と総称される（日本応用動物昆虫学会、2006）。ヨコバイ類には様々な種の害虫が含まれ、

それぞれに英名や学名が与えられている。本稿では、ゴマにファイトプラズマを媒介するヨ

コバイ類の一種の英名として、ミャンマーDOA Plant protection mobile application（2018
年閲覧、DOA pp アプリ）にしたがって、Sesame jassid を用いる。学名としては、DOA pp
アプリや各種の報告（Esmailzadeh-Hosseini et al., 2007, Akhtar et al., 2009, Gogoi et al., 
2017, Thangjam and Vastrad, 2017, Thangjam and Vastrad, 2018）にしたがって、Orosius 
albicinctus を用いる。さらに、その和名仮称をゴマスナイロヨコバイとする（本稿におけ

る以下の記述では、Sesame jassid をゴマスナイロヨコバイとする）。 
 
３．調査方法 
 
１）圃場調査 

写真 3-1 ゴマ葉化病に罹病した
ゴマ株 

3mm 

写真 2 ゴマ葉化病の媒介昆虫 ゴマ
スナイロヨコバイ成虫 
（英名：Sesame jassid、 

学名：Orosius albicinctus、 
和名仮称：ゴマスナイロヨコバイ） 
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アウンラン T/S の Ye Paw 村と Ohn Myo Kone 村のゴマ圃場において、2019 年に調査

を行った（表 3-1）。さらに、ゴマ圃場周辺の雑草地でも調査を行った（表 3-2）。調査方

法はすくい取り調査とし、捕虫網（直径 36cm）を 40 回振りし、捕獲したサンプルをビニ

ール袋に入れて持ち帰り、冷凍庫内において殺虫後、捕獲虫数を調査した。ゴマスナイロヨ

コバイ以外の捕獲害虫も調査した。また、ゴマスナイロヨコバイ成虫 11 頭（♀６頭、♂５
頭）の体長（翅を畳んだ状態で、頭頂から前翅の先端までの長さ）をノギスで測定した。 

 
表 3-1 ミャンマーにおけるゴマ調査圃場（2019 年、Aunglan T/S） 

 
 

表 3-2 ミャンマーにおけるゴマ圃場周辺の調査雑草地（2019 年、Aunglan T/S） 

 
 
２）室内殺虫効果試験 

Ye Paw 村のゴマ圃場において、ゴマ葉化病

の防除試験を実施した。殺虫剤ジメトエート（商

品名：Danadim 40 EC）72ml を水 4.8 ガロン

で希釈し、各防除区（合計 600 ㎡）に散布した。

そこで、ジメトエートの殺虫効果を室内試験で

事前に明らかにするため、散布後にゴマの幼苗

を採取して室内に持ち帰り、腰高シャーレ（直

径 9cm、直径 6cm）に葉数を各 3 枚に調整した

調査地点記号 調査日 所在地 栽培ステージ 備考

第一回調査（5月調査） 　S1 未調査 Ye Paw 未播種 防除試験圃
S2 24, 29, 30-May Ye Paw 発芽直後

第二回調査（6月調査）   S1 24-Jun Ye Paw 発芽直後 防除試験圃
S2 25-Jun Ye Paw 草丈60cm、一部開花
S3 24-Jun Ye Paw 発芽直後
S4 25-Jun Ye Paw 草丈40cm、未開花
S5 25-Jun Ye Paw 草丈12cm、未開花
S6 25-Jun Ye Paw 草丈16cm、未開花
S7 25-Jun Ye Paw 草丈13cm、未開花
S8 26-Jun Ohn Myo Kone 草丈15cm、未開花
S9 26-Jun Ohn Myo Kone 草丈10cm、未開花

S10 27-Jun Ye Paw 一部開花
S11 27-Jun Ye Paw 一部開花

調査地点記号 調査日 所在地 備考

第一回調査（5月調査） 　W1 24-May Ye Paw イネ科雑草中心

W2 24-May Ye Paw イネ科雑草中心（ワタ作跡）

W3 29, 30-May Ye Paw イネ科雑草中心

W4 29, 30-May Ye Paw イネ科雑草中心

第二回調査（6月調査）   W1 24-Jun Ye Paw イネ科雑草中心

W5 25-Jun Ye Paw イネ科雑草中心

写真 3-3 室内殺虫試験 
（左 3個が農薬散布ゴマ） 
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幼苗を１株ずつ入れ、そこへゴマスナイロヨコバイ成虫を放飼し、殺虫剤処理区とした。ま

た、同様に無散布の幼苗を入れ、殺虫剤無処理区とした。各区 3 反復で試験を行った（供試

虫数各区 9 頭）。試験開始後、5 日間死亡数を調査した（写真 3-3）。 

４．結果

１）圃場調査

ゴマ圃場では、すくい取り調査を行った 50 地点中 18 地点でゴマスナイロヨコバイ成虫

を捕獲した（表 3-3）。調査地点全体での捕獲数は、平均 1.22 頭であった。調査を行った地

域のゴマ圃場には広くゴマスナイロヨコバイが生息していたが、分布は偏在していた。また、

本種は発芽直後のゴマにも飛来していた。ファイトプラズマへの感染時期が早いほどゴマ

葉化病による実害が大きくなると考えられる。したがって、初期感染防止の観点から、種子

消毒等の初期防除が大切である。 
 
その他の害虫としては、ゴマスナイロヨコバイ以外のヨコバイ類が平均 0.24 頭、カメム

シ類が平均 9.86 頭、それぞれ捕獲された。カメムシ類は主にカスミカメムシ類で、ゴマを

吸汁加害していると見なされたが、実害は小さいようである。なお、カスミカメムシ類は雑

食性で時には天敵としての働きもする可能性がある。その他、ミャンマーのゴマにはメイチ

ュウ類、オオタバコガ等のヨトウムシ類、スズメガ類、ヒトリガ類、コガネムシ類等が発生

するが、今回の調査では確認できなかった。 
 
採集したゴマスナイロヨコバイ成虫の体長は、2.95±0.17（平均値±標準偏差）mm と極め

て小さかった。見分けにはルーペや実体顕微鏡を必要とした。成虫を採集したゴマの発育段

階は栽培前期（発芽直後～開花期）であったが、その時の性比は♀率 88.3％であった。 
 
さらに、ゴマ圃場周辺の雑草地でもすくい取り調査を行った（表 3-4）。ゴマスナイロヨ

コバイ成虫を１頭だけであるが捕獲できたことから、雑草地にも生息していることが明ら

かになった。雑草地ではイネ科雑草が中心であったが、様々な双子葉雑草もみられた。雑草

地はゴマが栽培されていない時期の生息場所となっていると見なされた。さらに、ゴマの栽

培時期にはゴマと雑草を行き来している可能性もあり、実態を解明する必要がある。 
 
その他の害虫としては、メイチュウ類やカメムシ類がわずかに捕獲された。ゴマスナイロ

ヨコバイ以外の害虫に関しても生息地としての雑草地の役割を明らかにする必要がある。

さらに、天敵の生息場所としての雑草の役割も今後の検討課題である。 
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表 3-3 すくい取り法によるゴマ調査圃場におけるゴマスナイロヨコバイ（Sesame jassid）等
の害虫調査（2019 年、Aunglan T/S）

調査地点記号 調査日
ゴマスナイロ
ヨコバイ

その他のヨ
コバイ類

メイガ類
オオタバ
コガ

スズメガ
類

ヒトリガ
類

コガネム
シ類

カメムシ
類

その他

第一回調査    S1 24-May 未調査
未播種、
防除試験圃場

S2 24-May 5 0 0 0 0 0 0 1 発芽直後

S2 24-May 0 0 0 0 0 0 0 0

S2 24-May 0 0 0 0 0 0 0 1

小計 5 0 0 0 0 0 0 2

平均 1.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.67

第二回調査   S1 24-Jun 0 1 0 0 0 0 0 0 発芽直後

S1 24-Jun 5 1 0 0 0 0 0 0

S1 24-Jun 0 0 0 0 0 0 0 2

S1 24-Jun 0 0 0 0 0 0 0 0

S2 25-Jun 0 0 0 0 0 0 0 27

S2 25-Jun 0 0 0 0 0 0 0 5

S2 25-Jun 0 1 0 0 0 0 0 27

S2 25-Jun 0 0 0 0 0 0 0 40

S3 24-Jun 0 × × × × × × × 発芽直後

S3 24-Jun 0 0 0 0 0 0 0 48

S4 25-Jun 1 0 0 0 0 0 0 1

S4 25-Jun 0 0 0 0 0 0 0 0

S4 25-Jun 0 0 0 0 0 0 0 25

S4 25-Jun 0 0 0 0 0 0 0 5

S4 25-Jun 0 0 0 0 0 0 0 14

S5 25-Jun 2 0 0 0 0 0 0 2

S5 25-Jun 7 0 0 0 0 0 0 7

S5 25-Jun 5 0 0 0 0 0 0 11

S5 25-Jun 0 0 0 0 0 0 0 21

S5 25-Jun 2 0 0 0 0 0 0 11

S6 25-Jun 0 0 0 0 0 0 0 8

S6 25-Jun 0 1 0 0 0 0 0 1

S6 25-Jun 0 1 0 0 0 0 0 1

S6 25-Jun 1 0 0 0 0 0 0 7

S6 25-Jun 5 0 0 0 0 0 0 2

S7 25-Jun 2 0 0 0 0 0 0 7

S7 25-Jun 0 0 0 0 0 0 0 0

S7 25-Jun 0 0 0 0 0 0 0 0

S7 25-Jun 0 0 0 0 0 0 0 0

S7 25-Jun 0 0 0 0 0 0 0 0

S8 26-Jun 0 0 0 0 0 0 0 31

S8 26-Jun 0 0 0 0 0 0 0 52

S8 26-Jun 6 0 0 0 0 0 0 75

S8 26-Jun 0 0 0 0 0 0 0 0

S8 26-Jun 0 1 0 0 0 0 0 2

S9 26-Jun 5 0 0 0 0 0 0 9

S9 26-Jun 2 0 0 0 0 0 0 1

S9 26-Jun 3 1 0 0 0 0 0 5

S9 26-Jun 4 1 0 0 0 0 0 3

S9 26-Jun 0 0 0 0 0 0 0 1

S9 26-Jun 1 1 0 0 0 0 0 0

S10 27-Jun 2 2 0 0 0 0 0 4 一部開花

S10 27-Jun 3 1 0 0 0 0 0 3

S10 27-Jun 0 0 0 0 0 0 0 4

S11 27-Jun 0 0 0 0 0 0 0 2 一部開花

S11 27-Jun 0 0 0 0 0 0 0 5

S11 27-Jun 0 0 0 0 0 0 0 12

小計 56 12 0 0 0 0 0 481

平均 1.19 0.26 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 10.46

総合計 61 12 0 0 0 0 0 483

総平均 1.22 0.24 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 9.86

注1）ゴマ葉化病の媒介昆虫であるSesame jassid（学名：Orosius albicinetus）の和名仮称をゴマスナイロヨコバイとした。

注3）表中の×印は調査対象外であることを示す。 

注4）捕獲されたカメムシ類は主にカスミカメムシ類であった。

草丈15cm、
未開花

注2）捕虫網（直径36cm）40回振りで害虫を捕獲した。S2では、2019年5月29日と30日に直接捕獲調査を行い、ゴマスナイロヨコバイ成虫を
5頭捕獲した。

草丈60cm、
一部開花

草丈40cm、
未開花

草丈12cm、
未開花

草丈16cm、
未開花

草丈13cm、
未開花

草丈15cm、
未開花
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表 3-4 すくい取り法によるゴマ調査圃場周辺の雑草地におけるゴマスナイロヨコバイ

（Sesame jassid）等の害虫調査（2019 年、Aunglan TS）

 
 
２）室内殺虫効果試験

処理後 5 日間のゴマスナイロヨコバイ成虫の死亡率の変化は図 3-1 に示した通りである。

殺虫剤処理区では、処理 1 日後には成虫は 100%死亡した。一方、殺虫剤無処理区の死亡率

は 22.2%と低かった。ジメトエートはゴマスナイロヨコバイ成虫に対して、即効的で、殺虫

効果は極めて高いと見なされた。

図 3-1 ゴマスナイロヨコバイ成虫に対するジメトエートの殺虫効果（室内試験）

調査地点記号 調査日
ゴマスナイロ
ヨコバイ

その他のヨ
コバイ類

メイガ類
オオタバ
コガ

スズメガ
類

ヒトリガ
類

コガネム
シ類

カメムシ
類

その他

第一回調査   W1 24-May 0 0 0 0 0 0 0 0 イネ科雑草中心
W1 24-May 0 0 0 0 0 0 0 1
W1 24-May 0 0 0 0 0 0 0 0
W1 24-May 0 0 0 0 0 0 0 0
W2 24-May 0 0 0 0 0 0 0 0 イネ科雑草中心
W2 24-May 0 0 0 0 0 0 0 0
W3 29-May 0 0 0 0 0 0 0 0 イネ科雑草中心
W3 29-May 0 0 0 0 0 0 0 0
W4 29-May 1 0 0 0 0 0 0 0 イネ科雑草中心
W4 29-May 0 0 0 0 0 0 0 1
W4 29-May 0 0 0 0 0 0 0 0
W4 29-May 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 1 0 0 0 0 0 0 2
平均 0.08 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.17

第二回調査    W1 24-Jun 0 0 0 0 0 0 0 3 イネ科雑草中心
W1 24-Jun 0 0 0 0 0 0 0 0
W5 25-Jun 0 0 1 0 0 0 0 0 イネ科雑草中心
W5 25-Jun 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 0 0 1 0 0 0 0 3
平均 0.00 0.00 0.25 0.00 0.00 0.00 0.00 0.75

総合計 1 0 1 0 0 0 0 5
総平均 0.06 0.00 0.06 0.00 0.00 0.00 0.00 0.31

注）捕虫網（直径36cm）40回振りで害虫を捕獲した。

00..00

2200..00

4400..00
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8800..00
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処処理理後後日日数数
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第 4 章 結果の共有とフォローアップ

 

１．試験結果の共有および農薬適正使用の WS

アウンラン T/S の Ye Paw 村、DOA アウンラン T/S、DOA マグウェ地域、MOALI DOA
にて、計 4 回のワークショップを開催し、それぞれ 31 人、69 人、58 人、23 人の合計 181
人の参加を得た（農家 68 人、DOA 普及員・職員 111 人、買付業者 2 人）（写真 4-1）。 
 ワークショップでは、日本人専門家による①ゴマ葉化病（SPD）－原因病原菌、病徴、被

害、発生のメカニズムと媒介昆虫、②SPD 防除試験の結果と農薬の適正使用、③日本市場

がミャンマーに期待すること－市場の要求事項といったテーマの発表に加え、アウンラン

DOA普及員Mr. Win Myint Ooによる④JAICAF 防除試験と普及についての発表も行った。 
各回とも、①ゴマ葉化病（SPD）の発表の際、サンプル管瓶 2 個に、1 個には媒介昆虫で

ある Sesame jassid を、もう 1 個にはほぼ同じ大きさの害虫であるカメムシ類を入れて参

加者に示し、見分けるのが困難なことを実感してもらった（写真 4-2）。また、ルーペでの観

察、ワークショップの最後には顕微鏡での観察を全員で行った（口絵）。 
普及員（Win Myint Oo 氏）の発表では、本試験に参加しての不安（日本側の派遣が短期・

少数回であることと自分の責任の大きさ、農家との調整、気候等）、試験実施において役立

った資料、若手人材育成への影響、害虫調査の体験談（冷凍施設がなく害虫調査に支障があ

ったこと、負荷が大きいこと、調査手法等）および農家への普及について、具体的な事例や

その時の自分の感情等を交えながら説明があった。ネピドーでの発表では大変な緊張ぶり

であったが、その後、局次長からはアウンラン DOA 所長に、発表を評価する電話があった

とのことである。 
主な質問応答、コメントは下記の通りであった。 

Q）DOA pp アプリでは農薬散布時期について、「ゴマが若い時に散布する」と説明して

いる。また、「必要な時に散布するように」と農家に指導している。時期も散布方法も

アプリに記載されていると考えているが、いかがか。 
A）“若い時”“必要な時”とは、いつなのか、農家は分からず不安だと考えた。具体的な

日数や手法を示すことが理解促進や普及につながると考える。 

Q）ジメトエートだけでなく、他の農薬と交互に散布するように指導しているが、いかが

か。 
A）指摘の通りであり、交互に使用することが望ましい。しかしながら、今回は、農薬の

入手が困難であった。抵抗性獲得を防ぐためにも、使用可能な農薬の数を増やしておく

ことが望まれる。 

Q）イミダクロプリドは、その効果が 30 日持続する。播種後 2 週間での農薬散布は不要

ではないか。 
A）ミャンマーでの残効試験が行われていないので、いつまで効果が持続するかは不明と

思料。残効期間について、今後、DOA や DAR で試験していただきたい。今回の試験

では播種後 2、4、6 週で散布しているが、その結果次第では、減らすことも可能だと

考える。今後の試験研究に期待する。 
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Q）ミャンマー産のゴマは酸価値が高いとのことだが、他国産のゴマはどうか。 
A）タイ等東南アジアのゴマは同様の課題を抱えるが、中南米のゴマにそうした課題はな

い。 

Q）農薬の残留について、ミャンマー国内で残留分析を行えるように支援してもらえれ

ば、日本での分析をやめられるのではないか。 
A）企業防衛の意味もあり、日本メーカーでの分析は必ず行うことになる。 

Q）日本企業にとって、中国との購買競争はどのような状況か。 
A）中国との競争は厳しい。一方、日本としてはできるだけミャンマーから購入したいと

考えており、今後も関係を強化していきたい。 

 
 

 

２．フォローアップ 
 
１）普及員に対するフォローアップならびにマニュアル検討 

アウンラン DOA では、所長と普及員 2 名との面談を行った。ミャンマー語のワークショ

ップ資料、農薬散布指示書やマニュアルについて、今後の普及に非常に役立つと評価してい

た。 
害虫調査については、調査を担当した普及員 Win Myint Oo 氏から、下記の発言があっ

た。 
 普及員も農家と一緒で、どの昆虫がどのような被害をもたらし、その虫をどう見分け

るか、ということがよく分からないことが多い。 
 今回も、Sesame jassid がどの虫か、実際のところは分かっていなかった。 
 本害虫調査を通じて、われわれ普及員が Sesame jassid を見分けられるようになり、

その指導を、自信をもって行えるようになった。 
 このような調査は、ゴマに限らず、継続するべきである。 
Win Myint Oo 氏は、日本人専門家が不在時も害虫調査を継続し、捕虫網でのすくい取り

による調査および試験圃場での黄色粘着板による調査を行った（図 4-1、4-2）。 

写真 4-2  サンプル管瓶に入った
Sesame jassid を見る（アウンラン DOA
でのセミナー） 

写真 4-1 Ye Paw 村でのワークショップ 
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図 4-1 ゴマ圃場および雑草地でのすくい取り調査（40 回）による捕獲数（Sesame jassid と

その他ヨコバイ類）

図 4-2 黄色粘着板による捕獲数（Sesame jassid とその他ヨコバイ類） 
 
所長からは、他の普及員が、Win Myint Oo 氏のように調査に携わりたいと希望している

との紹介があり、助手として本調査を手伝った普及員からも、「詳しく具体的な成果が出た

ことが大きな驚きであった」「虫を 1 匹 1 匹数えてとても大変だったが、関心を強く持つよ

うになった」との声が寄せられた。また、普及の手法として、手順書等を準備、農家に説明

→農家とともに実証試験を実施→試験結果を農家に共有→成果をマニュアル化→普及現場

で活用という一連のオペレーションそのものを真似したい、との発言があった。 
Win Myint Oo 氏は、害虫調査の実施と農家への指導に自信をもって当たるようになって

おり、情報発信にも積極的になった。調査方法をフェースブックで発信しており、他地域の

DOA 普及員の関心も呼んでいる。フェースブックを見た普及員の中には、ヤンゴンまで行

って黄色粘着板を探し、購入して、害虫調査を始めた者や同様の試験を行うためゴマ試験圃

場を準備する T/S が現れているという。アウンラン DOA では、今後の害虫調査のため、冷

凍機能の付いた冷蔵庫を購入する 6とのことで、今後は他作物での応用も十分に期待できる。

                                                   
6 捕獲した昆虫を調べるには、冷凍して死亡させ、動かないようにしなければならないが、アウンラン

DOA には冷凍庫がなく、Win Myint Oo 氏は苦労していた。周辺の食堂等に依頼したものの、昆虫とい

うことで断られるケースもあったとのことであった。 
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実際、2019 年は当地でツマジロクサヨトウがメイズ畑で発生したが、本プロジェクトで調

査に使うように渡した害虫キットを普及員たちが活用していた（写真 4-3、4-4）。 

 
２）農家に対するフォローアップ 

実証試験を実施した Ye Paw 村において、リーダー的な存在の農家を含む 11 農家を対象

として、フォローアップを実施した（写真 4-5）。 
JAICAF実証試験を真似て、同じように防除してみて周辺圃場との差が大きかったこと、

これまでの被害の大きさを実感したこと等が農家から報告された。ある農家は、JAICAF 実

証試験に合わせて自分も播種、散布し、被害が非常に少なかった一方、隣の圃場は既に発芽

した状態で、慌てて散布したものの、被害がかなり出たとのことだった。さらに、友人に

SPD のメカニズムと防除方法について教えたが、友人はそれを信じず、従来通りの管理を

行ったところ、やはり被害が多かったことを興奮気味に話してくれた。遠くの村からも、噂

を聞いて電話で質問してくることもあったという。 
また、農薬について（なぜ、その薬剤だったか、どのような特徴のある薬剤なのか）、今

回の防除方法や農薬以外の防除方法、Sesame jassid とその媒介メカニズム、害虫を見ると

きの考え方、日本の市場と自分たちのゴマ生産等について、普及員も参加して、詳細な質疑

応答や意見交換を行った。非常に活発な発言や質問が続き、農家の関心の高さを感じた。 
ある農家は、昨年度実施した酸価値の試験を踏まえ、今年は収穫したゴマの一部を屋根の

下で乾燥したことを他の農家に報告した。今年は島立乾燥であってもゴマの酸価値は高か

ったが、屋根付きの場合は 0.5 という低さで

あったとして、来年は屋根付き乾燥を拡大

したいとのことであった。 
JAICAF 側からは、Sesame jassid の媒介

について再度詳細に紹介し、農薬散布と栽

培時期の関係や、実際の被害を評価するこ

との重要性等を丁寧に説明した。 
普及員および農家とともに実証試験を重

ねたことで、試行→結果を確認→評価→共

有・実践というサイクルが、徐々に対象地域

で広がり始めていることが窺われた。

写真 4-3 害虫キットを片手に調査する普及員  写真 4-4 サンプル管瓶に捕獲されたヨトウムシ 

写真 4-5 Ye Paw 村でのフォローアップ 
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第 5 章 成果の波及

 
本事業では、村内で、普及員および農家と共に実証試験を行い、 

① SPD の防除方法が特定され、現地関係者に理解されること 

② 農薬の適正使用の必要性が理解されること 

を目標とした。 

また、生産段階における課題を解決するため、活動に取り組むに当たっては、 

 市場ニーズを理解し、ニーズに対応したいと考える市場志向型の中核的農家の育成 

 市場志向型農家を支援する農業普及員、現場での調査方法や指導方法を理解した農業

普及員の育成 

を視野に入れた活動を行うこととしていた。 
 
 実証試験では、開始前の 5 月に、SPD や試験内容についての説明会を開いたが、SPD の

発生メカニズムや Sesame jassid を明確に知ったのは、この時が初めてという農家がほと

んどで、大きな驚きと強い印象を与えた様子だった。この時点で農家の関心は非常に強く喚

起され、実証試験に追従して防除を始めた農家が多数出現した。このことは、防除試験に使

用したジメトエート剤が、この 7-8 年程使用されていなかったにもかかわらず、今シーズン

になって一気に使用が広がったことからも分かる。T/S 内の農薬店では、顧客であるゴマ農

家 38 軒のうち 20 軒ほどがゴマ用にジメトエートを購入に来たと話した。ちなみに昨シー

ズンは、ゴマ用には一人も購入しなかったとのことであった。 
 インタビュー調査を行った農家 6 人のうち 3 人も、JAICAF の 5 月ワークショップに参

加した後、同じように種子処理と農薬散布を行ったと答え、そのうちの 1 人は、20 人程度

の知り合いに、防除法を伝えたと話してくれた。 
 インタビュー調査では、Sesame jassid をサンプル管瓶に入れて見せた。ちょうど、2 日

前に、Sesame jassid 防除のために農薬を散布したといった農家もおり、その近くの圃場で

「Sesame jassid はこれ」と農家が指したのはカメムシであった。サンプル管瓶に入った

Sesame jassid とカメムシ類をルーペで比べて見せたところ、大きなショックを受けていた

（写真 5-1）。5 月の説明会での驚き、実際の Sesame jassid を見たときのショックが、農家

の、実証試験や害虫調査への興味関心ならびに積極的に理解しようという姿勢を惹起した

ものと思われる（写真 5-2）。 
 11 月に開催したワークショップの参加者に対してアンケート調査を行ったところ、Ye 
Paw 村でのワークショップ参加者のうち 39%は「SPD 防除法を今シーズンすでに実施し

て、効果があった」とした（表 5-1）。属性を農家と答えた回答者だけに限れば、59%に上

る。DOA でのワークショップでも、SPD 防除に積極的に取り組みたいとした参加者が 97%
に上った（表 5-2）。なお、Ye Paw 村でのワークショップは農家が主であり、5 月に開催し

た SPD や試験内容を紹介する説明会に参加した農家が含まれていることが想定されたため、

DOA でのワークショップとは質問内容を変えている。 
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表 5-1 Ye Paw 村でのワークショップ参加者アンケートの結果（回答者の人数） 

注）回答者は、農家 22 人、普及員 11 人、回答無し 8 人、合計 41 人 

 
 

表 5-2 DOA*でのワークショップ参加者アンケートの結果（回答者の人数） 

* アウンラン DOA、マグウェ地域 DOA、MOALI-DOA 3 ヵ所で開催 

注）回答者は、農家 33 人、普及員 53 人、買付業者 1 人、回答無し 1 人、合計 88 人 

 
 
 また、フォローアップで意見交換を行った農家リーダーは、日本向けに今後も栽培してい

きたいと話してくれた。中国向けは要求事項も少なく、厳しいことも言われず楽に販売でき

るのではないか、と質問したところ、「日本向けの厳しい基準を目標にするからこそ、自分

理解した 36
顕微鏡で見たのは初
めてだった

10
すでに実施して効果が
あった

16
もっと学びたい・情報が
ほしい

26
市場のニーズが分
かってよかった

22

よく分からな
かった

1
カメムシと違うことが
分かった

4
すでに実施したが効果
がなかった

2
病害虫についてもっと知
りたい・観察したい

13
市場のニーズにはあ
まり興味がない

0

NA 4 よく見えなかった 1
理解したので今後実
施したい

21 あまり関心がない 0
これからも市場のニー
ズや基準について教
えてほしい

18

見分けられそう 4 よく分からなかった 3 NA 9 NA 8

難しそうだが頑張り
たい

12
理解したが実施しよう
とは思わない

1

見分けるのは難しい 9 NA 5

NA 7

Sesame jassidについて
（複数回答）

Sesame jassidが
SPDを媒介するこ

とを

日本の市場について
（複数回答）

農薬の適正な使用について
（複数回答）

ワークショップで紹介した
SPD防除法について（複数

回答）

よく理解した 37
大いに関心を
持った

85
これから積極的に防除
（あるいは防除の指導）
に取り組みたい

85
もっと勉強した
い

85
もっと勉強した
い

88

だいたい理解
した

42
少し関心を持っ
た

2
防除への取り組みには
関心がない

1
あまり関心が
持てない

2
あまり関心が
持てない

0

あまり理解でき
なかった

4
関心が持てな
かった

0 分からない 3 分からない 0 分からない 0

分からなかっ
た

2 NA 1 NA 1 NA 1 NA 0

NA 3

日本の市場につい
て

農薬の適正使用に
ついて

SPDの防除について
SPD防除試験につ
いて

Sesami jassidにつ
いて理解が深まり
ましたか
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の技術を伸ばしていける」、「ゴマはギャンブルクロップと言われるが、灌漑さえあれば安定

生産も可能。技術力をつけて、輸出作物として栽培を拡大したい」と抱負を述べた。リーダ

ーを中心として、集団販売への意欲も見せている。ゴマの輸出では、1 コンテナに 30 農家

以上のゴマが混載されるといわれている。Ye Paw 村のゴマ農家たちは、品質基準をクリア

したものをグループで取りまとめ、グループでまとまって販売していくことで、産地のブラ

ンド化と交渉力をつけることを目指しているようであった。そのための手段の一つとして、

ミャンマーGAP の導入に積極的に取り組んでおり、DOA 普及員がその活動を力強く支援

している。 
 普及員もまた、本実証試験を契機として、農家とより深く関わるようになっている。農家

に「一緒にやろう」と声をかけながら、試験を進めた。農家は「暑い中、本当に一生懸命や

ってくれた」、「JAICAF の試験は、普及員との関係強化にとっても、とても良いものだっ

た」と評価していた。さらに、SNS での発信、ネピドーセミナーでの発表といった対外活

動も活発化し、自信を付けた。農家との信頼関係も強固になり、普及員としての技術力を高

め、農家を支援していく意欲を強めている（写真 5-3、5-4）。 
 
 

 

 

写真 5-4 DOA本局の次長を前にプレゼンす
る普及員 

写真 5-3 DOA ワークショップで普及員に
OJT 修了証を渡す 

写真 5-2 普及員の指導を受けすくい取り調
査に参加する農家 

写真 5-1 サンプル管瓶に入った Sesame 
jassid を観察する農家 
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JAICAF

25/05/2019 

SPD 防除試験農薬散布手順

I．種子処理

※試験区 12 区（防除区 6 区画と無防除区 6 区画）

12a＝0.3acre

（１）準備するもの

 種子 約 1kg

⇒ このうち；

 半分（500g）を種子処理する

 半分（500g）は種子処理しない

 イミダクロプリド

（２）イミダクロプリドによる処理

 DOA の PP アプリの指示に従って処理を行う。

（３）JAICAF 試験の方法（種子 500g）

 種子 500g に対し、1.75g のイミダクロプリドを使う。

 処理の方法は、試験協力農家の通常の方法に従う。

 処理した種子を、試験区①②③④⑤⑥に播種する。

 処理を行わない種子を、試験区 abcdef に播種する。

【PP アプリの指示】

種子 1kg に対して、3.5g のイミダクロプリドを使う

Annex 1
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II．ジメトエートの散布 

防除区（試験区①②③④⑤⑥）のみに散布する。

播種後 2 週間、4 週間、6 週間後の 3 回散布する。 

具体的な散布時期と方法は、下記の通りとする。

（１）散布時期 

①① 第第 1 回回散散布布

6 月＊＊日（播種後 2 週間）に散布する。 

6 月＊＊日が雨の場合は、その翌日に散布する。 

※U Win Myint Oo 指導の下、U Win Naing Oo が散布する 

②② 第第 2 回回散散布布

6 月●●日（播種後 4 週間後）に散布する。 

6 月●●日が雨の場合は、その翌日に散布する。 

※JAICAF チームと一緒に、U Win Myint Oo 指導の下、U Win Naing Oo が散布する 

③③ 第第 3 回回散散布布

7 月××日（播種後 6 週間後）に散布する。 

7 月××日が雨の場合は、その翌日に散布する。 

※U Win Myint Oo 指導の下、U Win Naing Oo が散布する 

（２）散布ルール 

※ ラベルの記載に従って散布すること 

（３）JAICAF 試験での散布方法（概要） 

※ 2 回に分けて散布する 

!!! 試試験験区区①①②②③③④④⑤⑤⑥⑥ののみみにに散散布布すするる !!! 

【ラベルの記載内容】 

 15cc の薬液を、1 ガロンの水で薄めて使用すること

 ゴマの場合は、1 エーカー当たり薬剤 400-600ml を散布すること（今回は、薬剤 500ml

／1 エーカーとする）

1. 0.8 ガロンの散布液（薬剤を希釈した液）を作り、試験区①のみに散布する

2. 4 ガロンの散布液を作り、残りの 5 つの試験区（②、③、④、⑤、⑥）に散布する

42



※ 用意するもの：

 薬剤（ジメトエート）

 バケツ

 1 リットル計量カップ

 50ml メスシリンダー

 ロート

 攪拌するための棒

※※試試験験区区①①②②③③④④⑤⑤⑥⑥ののみみにに散散布布すするるこことと
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（４）具体的な散布方法 

1．．試試験験区区 ①① 

 手手順順 1：薬剤を希釈して、試験区 ①（1a＝0.025acre）に散布する散布液を作る。 

 

 
 
 

 
 
 
 
手手順順 2：作った散布液を、噴霧器で、試験区 ①（1a＝0.025acre）に散布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

バケツに、0.8 ガガロロンン（（3.2ℓ））のの水水と 12 ㎖㎖ののジジメメトトエエーートトを入れて、よくかき混ぜる 

水 0.8 ガロン（3.2ℓ） 

ジメトエート 12 ㎖ 

12ミリリットル 

1リットル 1リットル 1リットル 

200ミリリットル 
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2．．試試験験区区②②③③④④⑤⑤⑥⑥ 

 

手手順順 1：薬剤を希釈して、試験区 ②③④⑤⑥（合計 5a＝0.125acre）に散布する散布液を作る。 

 

 

 

 

 

手手順順 2：作った散布液を、噴霧器で、試験区 ②③④⑤⑥（合計 5a＝0.125acre）に散布する。 

※※ここのの時時、、試試験験区区 ②②③③④④⑤⑤⑥⑥すすべべててににででききるるだだけけ均均等等にに撒撒くくこことと。。 
 

 

 

4 ガロンの噴霧器に、4ガガロロンンのの水水とと 60㎖㎖ののジジメメトトエエーートトを入れて、よくかき混ぜる 

水 4 ガロン（16ℓ） 

ジメトエート 60 ㎖ 

20ミリリットル 

40ミリリットル 
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フィロディを防除しよう!! 

小小ささなな害害虫虫 Sesame jassid がが媒媒介介すするる 

ゴゴママ葉葉化化病病（（SPD）） 

2020 年年 3 月月 

Annex 2
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＜JAICAF 防除試験の結果＞ 

 

 防除しなかった場合、正しく防除した場合よりも 8 倍近くフィ

ロディが発生した。 

 フィロディに罹ったゴマは、莢が付いていても中身はしいなや

小粒で、商品にはならない。 

 もし、あなたの圃場でゴマの 10 株に 1 株フィロディに罹

ったら 
☞☞  1 エエーーカカーー当当たたりり約約 1.07 ババススケケッットトのの損損失失 

 もし、1 バスケットが 60,000 チャットで販売できる時、あな

たが 16 エーカー持っていたら？？ 
☞☞  100 万万チチャャッットトのの損損失失 

 もし、これが 10 年続いたら？？ 
☞☞  1000 万万チチャャッットトのの損損失失 

 

 

 

 

 

 

 

ここののおお金金ががああっったたらら、、何何ががででききるる？？  

フフィィロロデディィにによよるる損損失失はは大大ききいい  
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◎◎病病気気（（SSPPDD））をを持持っっててくくるる虫虫ををややっっつつけけろろ!!!!!!        

◎◎病病気気（（SSPPDD））をを持持っってていいるる植植物物をを取取りり除除けけ!!!!!!

＊＊SSeessaammee jjaassssiiddががいいななけけれればば、、病病気気にに感感染染ししなないい。。

＊＊PPhhyyttooppllaassmmaaががいいななけけれればば、、病病気気はは起起ここららなないい。。

＊＊ゴゴママかかららゴゴママへへ、、直直接接はは感感染染ししなないい。。

＊＊鎌鎌やや手手かかららはは感感染染ししなないい。。

＊＊種種子子かからら病病気気はは起起ここららなないい。。

今今すすぐぐにに取取りり組組ももうう！！！！
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病病気気をを持持っっててくくるる虫虫ををややっっつつけけろろ!!!!!!      

①①殺殺虫虫剤剤をを適適切切にに利利用用ししよようう！！

＊＊DDOOAAppppアアププリリでではは、、種種子子消消毒毒（（イイミミダダククロロププリリドド））、、散散布布（（ジジメメトトエエーー

トト、、チチアアメメトトキキササムム、、アアセセフフェェーートト））用用殺殺虫虫剤剤がが推推奨奨さされれてていいるる。。

②②SSeessaammee jjaassssiiddがが少少なないい時時期期にに播播種種ししよようう！！

＊＊ここれれままででのの経経験験かからら最最適適なな播播種種時時期期をを決決めめよようう。。いいずずれれ、、

SSeessaammee  jjssaassssiiddのの発発生生状状況況がが解解明明さされれるる。。

 今今後後、、ささままざざままなな殺殺虫虫剤剤のの効効果果をを確確認認すするるととととももにに、、各各種種のの防防

除除法法をを総総合合的的にに用用いい、、病病気気がが発発生生ししににくくいい環環境境をを構構築築すするる必必

要要ががああるる（（IIPPMMのの導導入入））。。

 SSeessaammee  jjaassssiiddのの発発生生状状況況やや生生態態をを正正確確にに調調べべるる必必要要ががああるる。。

病病気気をを持持っってていいるる植植物物をを取取りり除除けけ!!!!!!

①①雑雑草草にに感感染染すするる可可能能性性ががああるるののでで、、除除草草ししよようう！！

＊＊雑雑草草ににももSSeessaammee jjaassssiiddはは確確実実ににいいるる。。

②②栽栽培培中中おおよよびび収収穫穫時時にに発発病病ゴゴママ株株をを除除去去ししよようう！！

＊＊発発病病ししたたゴゴママのの内内部部はは病病原原菌菌だだららけけででああるる。。病病気気のの

ゴゴママ株株ににSSeessaammee  jjaassssiiddがが飛飛来来しし、、吸吸汁汁ししたたらら病病気気をを

持持っったたSSeessaammee  jjaassssiiddがが増増ええるるここととににななるる。。病病気気をを持持っっ

たたSSeessaammee  jjaassssiiddをを減減ららすすたためめ、、病病気気ののゴゴママ株株をを取取りり

除除いいてて枯枯ららそそうう。。
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＜＜種種子子処処理理をを行行ううととききはは、、くくれれぐぐれれもも下下記記にに気気をを付付けけよようう!!!＞＞

• 種種子子トトリリーートトメメンントトでで使使用用ししたたビビニニーールルシシーートトをを収収穫穫時時にに使使
用用ししなないいこことと。。

• 種種子子用用種種子子をを入入れれたたババッッググにに一一時時保保管管ででああっっててもも収収穫穫物物
をを入入れれなないいこことと。。

• 種種子子トトリリーートトメメンントトをを行行うう種種子子はは、、播播種種にに必必要要なな分分だだけけ処処理理
しし、、残残ささずず使使いい切切りり、、余余っったたらら廃廃棄棄すするるこことと。。

• 追追いいままききがが必必要要ににななっったたととききはは、、改改めめてて必必要要なな分分量量ののみみをを
処処理理すするるこことと。。

• 種種子子トトリリーートトメメンントトししたたももののをを収収穫穫物物にに混混ぜぜなないいこことと。。
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農薬を使うときは適切に！！ 

 

安安全全なな生生産産をを！！  

 ああななたた（（農農家家））ににととっっててもも  

 食食べべるる人人（（消消費費者者））ににととっっててもも  

 環環境境ににととっっててもも  

  

安安定定ししたた生生産産をを！！  

 ででききるるだだけけ収収量量をを安安定定ささせせよようう  

 ででききるるだだけけ単単位位当当たたりりのの収収量量をを上上げげよようう  

  

使使いい方方ののルルーールルをを守守ろろうう！！  

 虫虫やや病病気気ががいいつつ発発生生すするるかか、、被被害害ががどどののよよううなな原原因因でで発発生生すするるかか、、をを常常にに観観察察

しし、、そそのの原原因因にに対対ししてて効効果果ののああるる農農薬薬をを選選びび、、効効果果ののああるる方方法法でで使使おおうう。。  

 ききちちんんとと防防御御ししてて、、使使用用者者やや周周囲囲のの人人間間にに害害をを与与ええなないいよよううににししよようう。。  

 農農薬薬ごごととのの使使用用方方法法をを守守ろろうう。。正正ししくく希希釈釈しし、、必必要要量量をを守守ろろうう。。  

 農農薬薬とと水水はは混混ざざりりににくくいい。。ババケケツツをを使使用用ししててよよくく混混ぜぜよようう。。  

 農農薬薬をを使使用用ししたたらら、、使使用用のの記記録録をを付付けけよようう。。  

 農農薬薬をを使使用用ししててははいいけけなないい時時期期ににはは、、絶絶対対にに使使わわなないい。。栽栽培培後後期期のの使使用用はは控控ええ

よようう。。自自分分だだけけででななくく、、周周囲囲のの農農家家ににもも迷迷惑惑ををかかけけるる。。  

  

基基準準をを守守ろろうう！！  

 出出荷荷先先のの基基準準やや DDOOAA がが推推奨奨すするる農農薬薬をを知知ろろうう。。  

 普普及及員員とと相相談談ししななががらら農農薬薬をを使使おおうう。。  

 収収穫穫物物をを入入れれるる袋袋はは新新ししいいももののをを使使おおうう。。収収穫穫のの際際にに使使ううビビニニーールルシシーートトもも、、ゴゴ

ママ専専用用ののももののににししよようう（（別別のの農農産産物物やや種種子子用用ののももののはは使使わわなないい＝＝農農薬薬ががゴゴママにに

移移っっててししままうう））  

 

～皆で良いゴマを作り、ミャンマーのゴマの良さを伝えよう!!～ 
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黒ゴマでつながるミャンマーと日本
－安全と美味しさが届くまで。

• いろいろな地域・農家のゴマを集荷 良いものと悪いものが混
ざってしまったら、全体とし
ては品質の悪いものになっ
てしまう。
できるだけ、産地の皆さん
全員で取り組んでほしい。
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Sesame jassid

Annex 3

57



PPhhyyttooppllaassmmaaにによよるるゴゴママ葉葉化化病病

Sesame phyllody disease (SPD) 
caused by a phytoplasma

November
2019

JAICAF
1

PPhhyyttooppuullaassmmaaととゴゴママ葉葉化化病病

PPhhyyttooppllaassmmaa aanndd  sseessaammee  
pphhyyllllooddyy ddiisseeaassee

（（SSPPDD））

2

◎◎DDooii eett aall.. （（11996677））がが、、病病気気ののククワワででママイイココププララズズママ
様様微微生生物物（（MMyyccooppllaassmmaa--lliikkee oorrggaanniissmm:: MMLLOO））をを
発発見見ししたた。。

◎◎後後にに分分子子生生物物学学的的手手法法をを用用いいたた研研究究にによよっってて、、ここ
のの病病原原体体ははママイイココププララズズママ属属微微生生物物ととはは異異ななっったた
ググルルーーププででああるるここととがが明明ららかかににななっったた（（NNaammbbaa，，
11999933））。。

◎◎MMLLOOはは、、11999944年年にに独独立立ししたたググルルーーププ「「フファァイイトトププララ
ズズママ（（PPhytoplasma））」」とと名名称称変変更更さされれたた。。

3 4

◎◎PPhhyyttooppllaassmmaaはは微微小小なな細細菌菌でで、、大大ききささははウウイイルルスス
並並みみででああるる。。

◎◎モモリリキキュューーテテスス綱綱（（CCllaassss:: MMoolllliiccuutteess））ののフファァイイトトププ
ララズズママ属属（（GGeennuuss:: PPhhyyttooppllaassmmaa））にに分分類類さされれるる。。
22001177年年現現在在4444種種ののフファァイイトトププララズズママがが登登録録さされれてて
てていいるる。。

◎◎PPyyttooppllaassmmaaはは、、主主ににヨヨココババイイ類類（（LLeeaaffhhooppppeerrss
((JJaassssiiddss))））にによよっってて媒媒介介さされれるる。。キキジジララミミ類類
（（JJaammppiinngg ppllaannttlliicceess））ややウウンンカカ（（PPllaanntthhooppppeerrss））類類にに
よよるる媒媒介介もも知知らられれてていいるる。。

1 μm

Electron microscopic photo 
of phytoplasmas in a phloem cell

cambium
xylem

phloem
leaf

stem

root

（（法法政政大大学学 大大島島氏氏 提提供供））

植植物物体体内内ののPPhhyyttooppllaassmmaa粒粒子子とと感感染染部部位位

ＰＰhytoplasma grains in the inside of a plant
and Infected parts with phytoplasma

ゴゴママ葉葉化化病病
SSeessaammee  pphhyyllllooddyy ddiisseeaassee  （（SSPPDD））

6

◎◎22000000年年代代、、PPhhyyttooppllaassmmaaにによよっっててSSPPDDがが起起ここるるここととがが
確確認認さされれたた（（AAkkhhttaarr  eett  aall..,,  22000088;;  WWiinn  eett  aall..,,  22001100））。。

◎◎ゴゴママののPPhhyyttooppllaassmmaa（（SSeessaammee pphhyyllllooddyy pphhyyttooppllaassmmaa））
はは、、PPhhyyttooppllaassmmaa aasstteerriiss（（暫暫定定種種名名 CCaannddiiddaattuuss））にに分分
類類さされれたた（（WWiinn  eett  aall..,,  22001100  ））。。

Annex 4
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7

病病徴徴 SSyymmppttoommss oonn sseessaammee ppllaannttss

花花のの葉葉化化（（PPhhyyllllooddyy））
緑緑化化（（VViirreesscceennccee））
先先端端のの叢叢生生（（AAppeexx  pprroolliiffeerraattiioonn))

8

SSPPDDははアアジジアア、、中中東東、、アアフフリリカカ、、中中南南米米のの国国々々ののゴゴママでで
発発生生（（AAkkhhttaarr  eett  aall..  22000099；；RRaaoo  eett  aall..,,  22001155))

SSPPDD OOccccuurrrreenncceess iinn AAssiiaa,, tthhee MMiiddddllee EEaasstt,, AAffrriiccaa aanndd
CCeennttrraall aanndd SSoouutthh AAmmeerriiccaa ((AAkkhhttaarr  eett  aall..  22000099；；RRaaoo  eett  
aall..,,  22001155))

？？

: SPD

ゴゴママ葉葉化化病病にによよるる被被害害

Damage caused by
the sesame phyllody disease

（（SPD））

9

◎◎SSPPDD発発病病株株でではは莢莢ががままっったたくくつつかかななくくななっったたりり、、
莢莢数数がが減減少少ししたたりりすするる。。

莢莢ななしし（（発発病病株株 Diseased plant））

莢莢あありり（（健健全全株株 Healthy plant））

10

◎◎22001177年年６６月月とと７７月月:: 5533％％のの圃圃場場でで発発生生
((MMaaggwwaayy TT//SS && PPwwiinnttbbyyuu TT//SS））

◎◎22001188年年８８～～９９月月:: 110000%%のの圃圃場場でで発発生生
((AAuunnggllaann TT//SS))

（（JJAAIICCAAFF,,  22001188,,  22001199))
11

ＭＭａａｇｇｗｗａａｙｙ ｒｒｅｅｇｇｉｉｏｏｎｎでではは、、SSPPDDがが多多発発しし
てておおりり、、ゴゴママにに大大ききなな減減収収がが起起ここっってて

いいるるとと思思わわれれるる！！ ゴゴママ葉葉化化病病のの感感染染

Infection of 
the sesame phyllody disease

（（SPD））

12
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◎◎SSPPDDはは、、JJaassssiiddのの一一種種OOrroossiiuuss aallbbiicciinnccttuuss （（OOrrddeerr::
HHeemmiipptteerraa,, FFaammiillyy:: CCiiccaaddeelllliiddaaee））にによよっってて媒媒介介さされれるる
（（EEssmmaaiillzzaaddeehh--HHoosssseeiinnii eett aall..,, 22000077;; AAkkhhttaarr eett aall..
22000099;; GGooggooii eett aall..,, 22001177））

◎◎接接ぎぎ木木（（ggrraaffttiinngg））やや寄寄生生植植物物（（PPaarraassiittiicc ppllaannttss））ででああ
るるネネナナシシカカズズララ（（CCuussccuuttaa ccoommppeessttrriiss））にによよっっててもも感感染染
すするる（（AAkkhhttaarr eett aall.. 22000099;; GGooggooii eett aall..,, 22001177））。。

◎◎機機械械的的感感染染（（MMeecchhaanniiccaall ttrraannssmmiissssiioonn））やや種種子子感感染染
（（SSeeeedd ttrraannssmmiissssiioonn））ははししなないい（（AAkkhhttaarr eett aall.. 22000099;;
GGooggooii eett aall..,, 22001177））。。

13 14

((11))  EEnngglliisshh nnaammee：：SSeessaammee  jjaassssiidd
DDOOAAppppアアププリリにに従従っったた。。

((22))  SScciieennccee  nnaammee::  OOrroossiiuuss aallbbiicciinnccttuuss
DDOOAAppppアアププリリやや各各種種のの報報告告（（EEssmmaaiillzzaaddeehh--HHoosssseeiinnii  eett  aall..,,  22000077;;  

AAkkhhttaarr  eett  aall..,,  22000099;;  GGooggooii eett  aall..,,  22001177;;  TThhaannggjjaamm aanndd  VVaassttrraadd,,  
22001177;;  TThhaannggjjaamm aanndd  VVaassttrraadd,,  22001188  ））にに従従っったた。。

((33))  TTeennttaattiivvee JJaappaanneessee  nnaammee：： GGoommaa  ssuunnaaiirroo
yyookkoobbaaii

和和名名仮仮称称ををゴゴママススナナイイロロヨヨココババイイ（（ゴゴママのの砂砂色色ををししたたJJaassssiidd））ととしし
たた。。

媒媒介介昆昆虫虫のの名名称称
Name of the vector insect

◎◎SSeessaammee jjaassssiiddははゴゴママがが栽栽培培さされれてていいなないい時時期期ににはは、、
雑雑草草にに生生息息ししてていいるる可可能能性性がが高高いい（（発発見見ししたた））。。

◎◎SSeessaammee pphhyyllllooddyy pphhyyttooppllaassmmaaはは、、雑雑草草にに無無病病徴徴
感感染染（（NNoo ssyymmppttoomm iinnffeeccttiioonn））ししてていいるる恐恐れれががああるる。。

◎◎鎌鎌等等のの農農機機具具にによよるる感感染染（（MMeecchhaanniiccaall  
ttrraannssmmiissssiioonn））やや種種子子感感染染（（SSeeeedd  ttrraannssmmiissssiioonn））はは起起
ここららなないい。。

2.95±±0.17 (Avg±±SD) mm

ゴゴママ葉葉化化病病にに対対すするる防防除除対対策策

CCoonnttrrooll  mmeetthhooddss  aaggaaiinnsstt  tthhee  
sseessaammee  pphhyyllllooddyy ddiisseeaassee

((SSPPDD))

16

殺殺虫虫剤剤をを用用いいてて媒媒介介昆昆虫虫SSeessaammee  jjaassssiiddをを防防除除すするる。。

（（１１））第第一一段段階階：：病病気気のの密密度度をを下下げげるる

（（２２））第第二二段段階階：：発発生生ししににくくいい環環境境をを作作るる

17

各各種種のの防防除除法法（（生生物物農農薬薬もも含含むむ））をを総総合合的的にに用用いい、、
病病気気がが発発生生ししににくくいい環環境境をを構構築築すするる（（IIPPMMのの導導入入））。。

18

①①殺殺虫虫剤剤にによよるる媒媒介介昆昆虫虫のの防防除除
⇒⇒ 各各種種殺殺虫虫剤剤のの効効果果確確認認とと適適正正使使用用試試験験がが必必要要

②②SSeessaammee jjaassssiiddのの少少なないい時時期期のの播播種種
⇒⇒ SSeessaammee jjaassssiiddのの生生態態やや発発生生消消長長のの調調査査がが必必要要

③③雑雑草草のの除除去去（（雑雑草草ががPPhhyyttooppllaassmmaaをを持持っってていいるる
可可能能性性ががああるる））

⇒⇒ 雑雑草草ででののSSeessaammee jjaassssiidd調調査査がが必必要要

④④発発病病ゴゴママのの除除去去
⇒⇒ 栽栽培培中中だだけけででななくく、、収収穫穫時時ににもも発発病病ゴゴママをを除除去去すするるここととにによよりり、、

PPhhyyttooppllaassmmaa保保毒毒虫虫（（PPhhyyttooppllaassmmaa ｃｃａａｒｒｒｒｉｉｅｅｒｒｓｓ））をを減減少少ささせせるるここととがが
必必要要

ゴマ葉化病の防除対策
MMaannaaggeemmeenntt  mmeetthhooddss  ffoorr  SSPPDD

60
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DDaayyss  aafftteerr  iinnsseeccttiicciiddee  ttrreeaattmmeenntt

Insecticid Control

IInnsseeccttiicciiddee::
DDiimmeetthhooaattee
（（DDaannaaddiimm
4400  EECC®®））

Sesame jassidのの殺殺虫虫試試験験
Insecticidal activity against the sesame jassid

YYoo PPaaww村村ととOOhhnn MMyyoo KKoonnee村村ににおお
けけるるSSeessaammee jjaassssiiddのの発発生生状状況況

OOccccuurrrreennccee ccoonnddiittiioonn
ooff  tthhee  sseessaammee  jjaassssiidd

iinn  vviillllaaggeess  ooff  YYoo PPaaww  aanndd  OOhhnn MMyyoo
KKoonnee

（WWiitthh  AAuunngg  LLaann TTSS  OOffffiiccee）
20

ゴゴママででののすすくくいい取取りり調調査査（（22001199年年、、アアウウンンラランン））
IInnsseecctt ppeesstt iinnvveessttiiggaattiioonn wwiitthh aa sswweeeeppiinngg mmeetthhoodd oonn

sseessaammee ppllaannttss iinn AAuunngg LLaann,, MMyyaannmmaarr,,  22001199

21

AAbbbbrreevviiaattiioonn  ooff  ffiieellddss DDaattee SSeessaammee  jjaassssiidd
OOtthheerr
jjaassssiiddss

BBuuggss FFiieelldd  ccoonnddiittiioonn

IInnvveessttiiggaattiioonn  11sstt    SS11 2244--MMaayy UUnn--iinnvveessttiiggaattiioonn UUnn--sseeeeddlliinngg,,  FF iixxeedd  ffiiee lldd
SS22 2244--MMaayy 55 00 11 JJuusstt  aafftteerr  tthhee  ggeerrmmiinnaattiioonn
SS22 2244--MMaayy 00 00 00
SS22 2244--MMaayy 00 00 11

IInnvveessttiiggaattiioonn  22nndd    SS11 2244--JJuunn 00 11 00 JJuusstt  aafftteerr  tthhee  ggeerrmmiinnaattiioonn
SS11 2244--JJuunn 55 11 00
SS11 2244--JJuunn 00 00 22
SS11 2244--JJuunn 00 00 00
SS22 2255--JJuunn 00 00 2277 PPaarrttiiccaall  fflloowweerriinngg
SS22 2255--JJuunn 00 00 55
SS22 2255--JJuunn 00 11 2277
SS22 2255--JJuunn 00 00 4400
SS33 2244--JJuunn 00 ×× ×× JJuusstt  bbeeffoorree  tthhee  fflloowweerriinngg
SS33 2244--JJuunn 00 00 4488
SS44 2255--JJuunn 11 00 11 PPllaanntt  hhee iigghhtt  4400ccmm,,  UUnn--fflloowweerriinngg
SS44 2255--JJuunn 00 00 00
SS44 2255--JJuunn 00 00 2255
SS44 2255--JJuunn 00 00 55
SS44 2255--JJuunn 00 00 1144
SS55 2255--JJuunn 22 00 22 PPllaanntt  hhee iigghhtt  1122ccmm,,  UUnn--fflloowweerriinngg
SS55 2255--JJuunn 77 00 77
SS55 2255--JJuunn 55 00 1111
SS55 2255--JJuunn 00 00 2211
SS55 2255--JJuunn 22 00 1111

（（SSwweeeeppiinngg wwiitthh  aa  3366 ccmm nneett  iinn  ddiiaammeetteerr  aanndd  4400  ttiimmeess）） 22

SS66 2255--JJuunn 00 00 88 PPllaanntt  hheeiigghhtt  1166ccmm,,  UUnn--fflloowweerriinngg
SS66 2255--JJuunn 00 11 11
SS66 2255--JJuunn 00 11 11
SS66 2255--JJuunn 11 00 77
SS66 2255--JJuunn 55 00 22
SS77 2255--JJuunn 22 00 77 PPllaanntt  hheeiigghhtt  1133ccmm,,  UUnn--fflloowweerriinngg
SS77 2255--JJuunn 00 00 00
SS77 2255--JJuunn 00 00 00
SS77 2255--JJuunn 00 00 00
SS77 2255--JJuunn 00 00 00
SS88 2266--JJuunn 00 00 3311 PPllaanntt  hheeiigghhtt  1155ccmm,,  UUnn--fflloowweerriinngg
SS88 2266--JJuunn 00 00 5522
SS88 2266--JJuunn 66 00 7755
SS88 2266--JJuunn 00 00 00
SS88 2266--JJuunn 00 11 22
SS99 2266--JJuunn 55 00 99 PPllaanntt  hheeiigghhtt  1155ccmm,,  UUnn--fflloowweerriinngg
SS99 2266--JJuunn 22 00 11
SS99 2266--JJuunn 33 11 55
SS99 2266--JJuunn 44 11 33
SS99 2266--JJuunn 00 00 11
SS99 2266--JJuunn 11 11 00

SS1100 2277--JJuunn 22 22 44 PPaarrttiiccaall  fflloowweerriinngg
SS1100 2277--JJuunn 33 11 33
SS1100 2277--JJuunn 00 00 44
SS1111 2277--JJuunn 00 00 22 PPaarrttiiccaall  fflloowweerriinngg
SS1111 2277--JJuunn 00 00 55
SS1111 2277--JJuunn 00 00 1122

TToottaall 6611 1122 448833
AAvveerraaggee 11..2222 00..2244 99..8811

＊＊ゴゴママ圃圃場場ににSSeessaammee jjaassssiidd はは広広くく生生息息ししてていいるるがが、、分分布布はは偏偏在在ししてていいるる。。

23

雑雑草草ででののすすくくいい取取りり調調査査（（22001199年年、、アアウウンンラランン））
IInnsseecctt ppeesstt iinnvveessttiiggaattiioonn wwiitthh aa sswweeeeppiinngg mmeetthhoodd oonn

wweeeeddss iinn AAuunngg LLaann,, MMyyaannmmaarr,,  22001199

AAbbbbrreevviiaattiioonn  ooff  ffiieellddss DDaattee SSeessaammee  jjaassssiidd
OOtthheerr
jjaassssiiddss

BBuuggss MMeeaaddooww  ccoonnddiittiioonn

IInnvveessttiiggaattiioonn  11sstt    WW11 2244--MMaayy 00 00 00 MMaaiinnllyy  ggrraammiinneeoouuss  wweeeeddss
WW11 2244--MMaayy 00 00 11
WW11 2244--MMaayy 00 00 00
WW11 2244--MMaayy 00 00 00
WW22 2244--MMaayy 00 00 00 MMaaiinnllyy  ggrraammiinneeoouuss  wweeeeddss
WW22 2244--MMaayy 00 00 00
WW33 2299--MMaayy 00 00 00 MMaaiinnllyy  ggrraammiinneeoouuss  wweeeeddss
WW33 2299--MMaayy 00 00 00
WW44 2299--MMaayy 11 00 00 MMaaiinnllyy  ggrraammiinneeoouuss  wweeeeddss
WW44 2299--MMaayy 00 00 11
WW44 2299--MMaayy 00 00 00
WW44 2299--MMaayy 00 00 00

IInnvveessttiiggaattiioonn  22nndd    WW11 2244--JJuunn 00 00 33 MMaaiinnllyy  ggrraammiinneeoouuss  wweeeeddss
WW11 2244--JJuunn 00 00 00
WW55 2255--JJuunn 00 00 00 MMaaiinnllyy  ggrraammiinneeoouuss  wweeeeddss
WW55 2255--JJuunn 00 00 00

合合計計 11 00 55
平平均均 00..0066 00..0000 00..3311

＊＊雑雑草草ににもも生生息息ししてていいるるここととがが確確認認さされれたたののでで、、ささららななるる調調査査がが必必要要ででああるる。。

Sesame jassidのの見見分分けけ方方
＝＝農農家家とと一一緒緒にに勉勉強強会会＝＝

Distinguishing of the sesame jassid
=Study meetings with farmers=

24
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農農業業普普及及員員やや農農家家ととSSeessaammee jjaassssiiddををゴゴママ圃圃場場でで
捕捕獲獲しし、、見見分分けけ方方ををみみんんななでで勉勉強強ししたた。。

そそししてて、、見見分分けけらられれるるよよううににななっったた！！！！
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ゴマ葉化病の防除

2019年11月

JAICAF

西山亜希代

農林⽔産省補助事業「アジア・アフリカ地域の農業者に対する⽣産技術指導（ミャンマー）」

作作物物⽣⽣産産にとって⼤事なこと

• 安全な生産

• 安定した生産

⇒安全と安定を両立させるため農薬を正しく使う

いつ、どのように、どの農薬を使うか、が重要

• Magway地域では、ゴマ葉化病（Sesame phyllody disease）
が地域⼀帯で激発し、収量を著しく減少させている。しかし、
ゴマ葉化病の原因細菌や媒介昆⾍への農家の理解は⼗分ではな
い。

• さらに、適切な防除対策を⽴てるために必要な、媒介昆⾍の発
⽣状況に関する情報も不⾜している。

2017年度、2018年度の事業で判明したこと ゴマ葉化病防除試験
⽬ 的
• 本試験では、媒介昆⾍の発⽣状況を調査するとともに農薬の適

切な使⽤によって媒介昆⾍を防除し、ゴマ葉化病の発⽣を抑制
する。

• さらに、農薬残留基準を順守するための農薬使⽤⽅法を実証す
る。

• これらの活動を通し、収量の安定化に貢献するとともに、農薬
の適正使⽤の重要性への理解を促す。

ゴマ葉化病防除試験
プロジェクト：
JAICAFゴマプロジェクト
試験期間：
2019年5⽉〜2019年9⽉
試験実施者：
JAICAFゴマチーム（⻄⼭、⻄野、藤家、御園⽣、Su Pyi Son）、
Aung Lan普及員（Mr. Win Myint Oo）、農家（Mr. Win Naing
Oo）

ゴマ葉化病防除試験
試験⽅法
• 試験区は防除区と無防除区を設置し、SPDの罹患率を⽐較する
• 防除区では、DOA-PPアプリが推奨する防除⽅法で防除する
• 防除区のゴマは、⽇本で使⽤農薬の残留分析を⾏い、残留しな

いことを確認する
• 試験区は2区画（A、B）を設ける（ただし、天候不順によって、

途中でゴマの⽣育ができなくなる可能性を考慮し、3つめの区
画（C）でも試験を⾏う）＝2区画＋1区画

Annex 5
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ゴマ葉化病防除試験
試験⽅法
• 試験地：Ye Paw Village, Aung Lan T/S
• 試験区：
防除区：A-1〜2、B-3〜4、C-5〜6
無防除区：A-a〜b、B-c〜d、C-e〜f

ゴマ葉化病防除試験

ゴマ葉化病防除試験
試験⽅法
• 防除⽅法：DOA Plant Protectionアプリに従い、次の通り防除する。
①播種直前にイミダクロプリドによる種⼦処理
②播種後2週間での第1回農薬散布（ジメトエート）
③播種後4週間での第2回農薬散布（ジメトエート）
④播種後6週間での第3回農薬散布（ジメトエート）
⑤第3回農薬散布以降、農薬は散布しない
⑥試験区では、合計3回の農薬散布以外は、原則として⾏わないが、
それ以外の栽培管理（施肥等）については他の圃場と同様に⾏う。
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Sowing 2 weeks
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Activities

Extension Worker

Farmer

Survey on pest (sesame jassid) occurrence in the area

Record on pesticide use 

Activity _ JAICAF 2019

Sesame  season

Chem
ical 
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ゴマ葉化病防除試験（写真） ゴマ葉化病防除試験（写真）
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ゴマ葉化病防除試験（写真） ゴマ葉化病防除試験（写真）

健全株（上からの写真）

罹患株（上からの写真）罹患株

健全株

ゴマ葉化病防除試験 試験結果（試験区の様子：8/23）

A B C

A B
A-① A-b B-③ B-d

0 0 3.6 1.5 3.3 1.3 2.3 0 0.8 0 0 1.2 2.1 8.9 5.5 2.7

3.2 0 1.7 1.8 4.8 8.2 1.5 1.6 0 0.7 0 0 7.6 0.9 1.9 13.8

0 2.8 2.4 0 0 1.8 3.3 12.5 0 0 1.7 0.8 13.9 6.5 3.4 12.9

1.6 6.6 0 0 2.5 7.5 10.5 8.1 3.7 6 4.4 0 11.8 5.7 5.1 12

A-a A-② B-c B-④
30.4 21.7 14.3 10.8 2.2 0 1.1 0 9.7 7.2 10.9 7.2 1.2 0.9 1 1.6

11.1 8.8 12 11.4 0 0 0 1 5.1 9.4 7.5 7.4 2.5 2.6 0 1.4

15.8 13.1 11 12.5 0 0 0 0 20.5 17.8 9.2 8.2 0.9 0.8 0 0 5％〜
7.8 2.8 7.8 8.7 2.1 0.9 1.2 0 8.8 16.2 11 6.3 3.1 0.8 0 5.2 10％〜

20％〜

試験結果（罹患率：小区画別） 試験結果（罹患株数）

防除区 無防除区
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試験結果（罹患率：試験区別）

0

2

4

6

8

10

A B

Sesame Phyllody Diseaseの罹患率（％）

防除区 無防除区無防除区防除区

罹患率
（％）

防除区 1.1
無防除区 88..44

試験結果（防除区の残留分析結果）
Sample Date Test Item Result

A-① 26 Aug;
88 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

A-② 26 Aug;
88 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

B-③ 26 Aug;
88 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

B-④ 26 Aug;
88 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

C-⑤ 26 Aug;
88 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

C-⑥ 26 Aug;
88 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

A-①-2 30 Aug;
92 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

A-②-2 30Aug;
92 days after sowing

Dimethoate Not Detected
Imidacloprid Not Detected

試験結果（品質への影響）

健全株のゴマ 罹患株のゴマ

罹患株の莢から、正常なゴマが出てくる割合（％）
※罹患株からランダムに採集した莢20莢のうち、正常なゴマが採集できたのは1莢

5%

試験結果（収量への影響）

1株当たりの莢の数 1莢当たりの粒重量
健全株 22.2 0.19
罹患株 19.5 0.05

① すべての試験区において、ランダムに3か所を坪刈る（1m×1m×3区画）
② ①で刈取った株の全てについて、健全株の数と莢の数をカウントする
③ ①で刈取った株の全てについて、罹患株の数と莢の数をカウントする
④ ②および③から、健全株1株当たりの莢数と罹患株1株当たりの莢数の平均値を算出する
⑤ ①で刈取った株のうち、健全株から30莢をランダムに採集⇒さらに、10莢をランダムに採集し、

健全株の莢の重量を計測、1莢当たりの重量を算出する
⑥ ①で刈取った株のうち、罹患株から30莢をランダムに採集⇒さらに10莢をランダムに採集し、

罹患株の莢の重量を計測、1莢当たりの重量を算出することとしたが、実際は、試験区Aからは
罹患株が採集できなかったため、試験区BおよびCから採集した莢20莢について、重量を計測し、
1莢当たりの重量を算出した。

以上より、
• 罹患株は、健全株と⽐較し、99%（ほぼ100%)の減収となる

＝罹患した株からの収量はほぼ⾒込めない
• 今回の試験では、無防除区の場合、8.4%の罹患であった

＝8.4%程度の減収となる

試験結果（収量への影響）

• 1エーカーから採れるゴマの株数＝今回は、約61,691株

試験結果（収量への影響）

すべて健全株
（61,691株）

8.4%のゴマが罹患
罹患株

（5,182株）
健全株

（56,509株）
莢の数 1,369,540 101,049 1,254,500
ゴマの重量 260,213g 5,052g 238,355g
収量（販売可能なゴマの重量） 260.213kg 0.25kg 238.355kg

収量計 10.5バスケット 9.6バスケット
販売収⼊ 787,400kyat 720,000kyat
差額 67,400kyat

もし20%罹患していれば、約150,000kyatの損失

※ 販売⾦額を1バスケット75,000kyatと想定
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試験圃場の周辺

村の名前 農家 SPDの発⽣
（去年と⽐べて）

防除⽅法

Ye Paw No. 1 1/3程度に減った 播種後２、４、６週間後に３回ジメト
エートを散布

Ye Paw No. 2 1/3程度に減った イミダクロプリドで種⼦消毒
播種後２、４週間後に２回ジメトエート
を散布

Ye Paw No. 3 75%くらい減った イミダクロプリドで種⼦消毒
播種後２、４週間後に２回ジメトエート
を散布

Ohn Shit Kon No. 4 とてもたくさん発⽣ 播種後25⽇、45⽇後に農薬を散布

Ohn Shit Kon No. 5 多く発⽣ 播種後25⽇後にジメトエートを散布

結 論

•無防除区では、罹患率が防除区の7.6倍
•罹患すると、例え莢が付いていてもほとんど商品にならない
•無防除区の1エーカー当たり収量は、フィロディの発⽣しない圃場
と⽐べて、約0.9バスケット少ない
＝1エーカーで67,500チャット減る

•農薬は散布するタイミングが重要（同じようにジメトエートを散布
しても、防除には差がある）

•集落全体で散布することで、全体的に発⽣が抑えられる可能性が⾼
い

27

ゴマ葉化病防除⽅法

1～6週間

この時期に感染すると、被害
が大きい

この時期に感染しても、被害は小さい

イラスト：https://www2.katagi.co.jp/story/

種⼦処理
【イミダクロプリド】

播種後２週間
【ジメトエート／
チアメトキサム／
アセフェート】

播種後４週間
【ジメトエート／
チアメトキサム／
アセフェート】

播種後６週間
【ジメトエート／
チアメトキサム／
アセフェート】

収穫前45⽇間
農薬散布は禁⽌

※ここで紹介する農薬はDOA ppア
プリによる。

種種⼦⼦処処理理のの注注意意点点

•種⼦トリートメントで使⽤したビニールシートを収穫時に使⽤
しないこと。

•種⼦⽤種⼦を⼊れたバッグに⼀時保管であっても収穫物を⼊れ
ないこと。

•種⼦トリートメントを⾏う種⼦は、播種に必要な分だけ処理し、
残さず使い切り、余ったら廃棄すること。

•追いまきが必要になったときは、改めて必要な分量のみを処理
すること。

•種⼦トリートメントしたものを収穫物に混ぜないこと。

作物⽣産にとって⼤事なこと
• 安全な生産

＝生産する人（農家）にとって安全

＝食べる人（消費者）にとって安全

＝環境にとって安全

•安定した生産
＝安定して収量が見込める

＝ある程度の単収が見込める

（農家の収入が総体として増える／価格が下がり販売量が増える）

農家ワークショップで伝えたこと

⇒安全と安定を両立させるため農薬を正しく使う

安全と安定を両立させるため
農薬を正しく使う
• 安全な生産

＝生産する人（農家）にとって安全

＝食べる人（消費者）にとって安全

＝環境にとって安全

• 安定した生産

＝安定して収量が見込める

＝ある程度の単収が見込める

• 安安全全なな生生産産＝＝基基準準をを守守るる

☞☞薬薬品品をを防防御御すするる・・周周囲囲にに注注意意すするる

☞☞ララベベルルのの指指示示にに従従うう

☞☞PPHHIIをを厳厳守守すするる

☞☞病病害害虫虫ごごととにに対対応応すするる

☞☞使使いいすすぎぎなないい

• 安安定定ししたた生生産産

☞☞効効果果ののああるる使使いい方方ををすするる
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「正しく使う」とは？

• ⽣産者にとって安全である
• 残留基準を超えない＝消費者にとって安全
• 無駄な使い⽅をしない
害⾍や病気の状況によっては、農薬を使っても効果がない。

いつ、どのように、どの農薬を使うか、が重要
農薬と⽔はなかなか混ざらない。⽔で薄める
ときは、⼀度バケツでよくかき混ぜ、それか
ら散布機に⼊れるとよい。

ラベルの指⽰に従って、希釈する。
ラベルの指⽰に従って、必要な薬液を⽤意する。

⽇本の農薬規制
General Name ミャンマー語 残留基準 備考

Acephate 0.01 ppm

Chlorpyrifos 0.1 ppm  0.01ppmへの厳格化を検討中

Cypermethrin 0.2 ppm  

Dimethoate 1.0 ppm  

Fenitrothion 0.01 ppm今秋から7.0 ppmに緩和される可能性あり

Imidacloprid 0.05 ppm2017年に、0.01ppmから0.05ppmに緩和

Lambda-Cyhalpthrin 0.5 ppm

Thiamethoxam 0.02 ppm

⿊ゴマでつながるミャンマーと⽇本
−安全と美味しさが届くまで。

• いろいろな地域・農家のゴマを集荷
良いものと悪いものが混
ざってしまったら、全体と
しては品質の悪いものに
なってしまう。
できるだけ、産地の皆さん
全員で取り組んでほしい。

⿊ゴマでつながるミャンマーと⽇本
−安全と美味しさが届くまで。

• ⽇本での品質管理

KATAGI FOODS CO. Ltd
©

世界のゴマを、農地ごとに
分けて受け⼊れ

⼀次精選：⼩⽯や未熟粒を
除く

洗浄と脱⽔ 理想的な⽕加減で焙煎 ⼆次精選：炒りすぎたゴマ
や形の悪いものを除く

摺りゴマなどに加⼯ 正確に計量しながら充填 ⾦属探知機で検品 ⼈の⽬で検品し、梱包 安全と美味しさのための品
質検査

出荷

Thank you for your 
attention!

Aung Lanのゴマ圃場
（8月23日撮影）
Thank you for the cooperation of DOA DRONE TEAM !!
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御園⽣ 学

2019年11⽉

ミャンマー⿊ゴマ栽培への期待

全国胡⿇加⼯組合会員

ゴマ世界⽣産量

◎OIL WORLD2019の統計ではミャンマーがゴマ⽣産国で世界1位と
なっています。
（このデータでは実際の⽣産量と異なる国がいくつかございます。） 2

Country 11/12 12/13 13/14 14/15 15/16 16/17 17/18 18/19

Myanmar 655 635 650 665 813 813 805 840

India 810 685 636 811 709 650 720 670

China 606 640 624 560 601 630 650 660

Sudan 363 187 562 400 473 525 550 520

Nigeria 159 158 585 435 473 450 460 480

Tanzania 357 456 500 540 504 520 440 470

Ethiopia 245 240 265 289 311 295 285 260

Burkina Faso 85 101 137 322 218 164 230 240

Uganda 142 124 124 145 139 135 146 140

Other 936 930 999 1,145 955 1,308 1,191 1,210

Total 4,358 4,156 5,082 5,312 5,196 5,490 5,477 5,490
DATA:OIL WORLD2019

QTTY:1,000MT

ごま世界輸⼊量

◎中国は旺盛な需要を⾒せて80万㌧以上を輸⼊。
◎⽇本は世界第2位の輸⼊国となり,輸⼊量は約16万㌧と数年横ばい状態です。
◎トルコは⼈⼝増加と宗教的⾷⽂化により年々輸⼊量が増加しています。

3

国 名 11/12 12/13 13/14 14/15 15/16 16/17 17/18 18/19

China 389 443 487 815 929 719 840 828

Japan 164 152 141 192 164 150 150 156

Turkey 117 103 107 128 134 143 153 155

EU-28 114 129 129 136 135 127 133 136

Korea 69 76 78 82 74 74 69 80

Other 610 590 635 597 673 662 727 716

Total 1,462 1,492 1,576 1,949 2,110 1,875 2,072 2,071

DATA:OIL WORLD2019

QTTY:1,000MT

⽇本の輸⼊量

◎⽇本の輸⼊量は年間約16万㌧。
◎2018年、ミャンマーの輸⼊量は6番⽬です。
◎⾷品ごまの輸⼊国が中南⽶からアフリカにシフトしています。 4

Country 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

Nigeria 47,312 52,692 43,733 52,692 55,753 54,276 30,847 53,232
Burkina Faso 19,931 15,855 25,281 19,328 26,429 14,060 40,580 35,651

Tanzania 20,298 25,352 11,442 33,910 36,034 19,624 18,267 12,801
Mozambique 605 1,596 3,814 4,178 6,421 7,496 6,837 9,207

Ethiopia 2,399 6,390 4,215 5,071 3,534 4,392 5,007 8,172
Myanmar 13,341 12,793 10,623 9,126 5,973 8,589 12,683 7,358
Paraguay 36,058 18,204 12,357 17,591 14,201 14,127 6,575 7,144

Guatemala 3,833 10,923 15,010 8,889 13,413 8,923 7,739 4,555
Pakistan 2,676 1,500 770 2,278 3,683 1,861 3,216 4,311
Mexico 609 524 566 714 1,622 1,469 970 1,582
Bolivia 5,059 2,350 3,102 2,649 2,016 2,628 1,545 1,440
China 1,542 3,190 809 982 1,047 571 3,568 1,159
Turkey 2,921 1,874 1,879 1,912 2,297 3,106 1,723 1,156

Nicaragua 591 2,009 2,168 2,295 3,249 1,523 951 1,124

Other 6,922 3,568 5,804 6,608 9,034 9,666 8,188 7,181

Total 164,097 158,820 141,573 168,223 184,706 152,311 148,696 156,073

QTTY：MT

Data: Ministry of Finance statistics

QTTY:MT

Deta︓Ministry of Finance Trade Customs Statistics

⽇本のゴマ輸⼊量は約160,000 MT
ゴマ油⽤は約100,000 MT ⾷品ゴマ⽤は約60,000MT

ミャンマーからの輸⼊量

◎⽇本の⿊ゴマの需要は約10,000MT 。
◎⿊ゴマの⽣産国は限られていて、⽇本はミャンマーからの

輸⼊に依存しています。
◎⽇本はミャンマーの他に、パラグアイ、ボリビア、メキシコ

から輸⼊しています。

Data: Ministry of Finance statistics

QTTY︓MT

Annex 6
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7

Country Harvest season Sailing days Yield

Myanmar Sep/Oct 20 days 30-50,000MT

Paraguay Feb/Mar 70 days 1,500MT

Bolivia Mar/Apr 60 days 1,000MT

Mexico Oct/Nov 30 days 1,500MT

⽇本の調達先

原原因因

ミャンマー産⿊ゴマの問題点

毎年の相場乱⾼下
⽩ゴマとの価格差

⾼酸価問題
カビ臭

味が苦い

・ゴマはモンスーンの作物で
あり、⾬⽔での栽培故に⾬
の影響を受け易い

⾼い検出リスク ・誤った農薬の使⽤
(希釈量と散布時期)

・ゴマ乾燥時の⾬による⽔濡れ
・間違った乾燥⽅法による蒸れ
・⼟壌菌による汚染
・種⼦の管理

相場

残留農薬

品質

⽇本の品質規格

◎ 残留農薬基準値
⽇本の残留農薬基準値検索サイト
http://db.ffcr.or.jp/front/

◎ 酸価基準
⽇本の酸価規格は、
酸価基準値=4MAX
これは⽇本の輸⼊時の規格とな
り、ミャンマーで輸出時に
AV=4に近い数値だと、⽇本ま
での輸送時に酸価が進みAV=4
を超えてしまう場合があります。

◎ アフラトキシン 基準値＝10μg/kg

⽇本には残留農薬基準値を定めるポジティブリスト制度があります。

ポジティブリスト制度とは︖
⼈が摂取しても安全と評価した量の範囲で、⾷品ごとに設定されてい

ます。農薬などが、基準値を超えて残留する⾷品の販売、輸⼊など⽇本
国内で流通することが禁⽌されています。

⼀律基準暫定基準⼀定量基準
基準値が設定
された農薬

暫定的基準値が設
定された農薬

0.01ppm

ゴマは栽培で登録されている農薬が少ない故に⼀律基準0.01ppmが多い

基準値が設定された農薬 基準値が設定がない農薬

残留農薬基準

暫定基準値より基準値改定へ

11

暫定基準の農薬
（暫定的に農薬の基準値が設定されていた農薬）は、
順次基準値の⾒直しが⾏われます

世界的にゴマ栽培で登録されている農薬が少ない

しかし…

⼀律基準0.01ppmへ厳格化

結果

暫定基準値であった
Chlorpyrifos 0.1ppm⇒0.01ppm
に厳格化が審議されています。
Chlorpyrifos はミャンマーの
ゴマ栽培で多くの⼈が使⽤している
主要な農薬です。

Imidacloprid was revised to the standard 
value in 2017year.

0.0１ppm⇒0.05ppm

⽇本の農薬基準値改定審議
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基準値0.01ppmとは︖

13

25ｍプールの⽔量
(横25m×縦16m×深さ1.2ｍの場合）

スプーン⼀杯=5ml

これが約0.01ppmで検査により検出されます

480,000ℓ

ミャンマーはWTO加盟国

14

現在⽇本のゴマ⾃給率は0. 1%以下で、ゴマの使⽤農薬を
登録するのは困難

WTO(World Trade Organization)加盟国は当該する
農薬の登録がなくても、使⽤実績から⽇本政府に対し、
WTO通報として科学的な根拠を基にコメントができます。

ミャンマーはWTO加盟国であり、⽇本が⿊ゴマ
を調達する重要な国です。
⽇本の基準値改定に対して異議申⽴てが可能。

Chlorpyrifosの作物残留試験

15

今年DOA MAGWAY所管で以下3Villageにて作物
残留試験を⾏いました。
（Pho LayLone village、Nyaung Pin village、Thapyay San village）

試験区では１回⽬は播種後25⽇に散布、2回⽬は収
穫前14⽇前に散布

播種時期を5⽇間隔で4区画＋無散布1区の計5区画
で試験

適切な農薬の使⽤
◎農薬は正しい希釈量で使⽤すること
◎農薬によっては記載されているPHIを守っても基準値を

超える場合あり
◎ポストハーベストリスク（乾燥時の農薬散布、収穫物を

⼊れる袋、保管倉庫での殺⾍剤使⽤）

正しい乾燥⽅法
収穫刈取り後は直ぐに立て掛けること。
積み上げたまま放置しないこと。

StandingPiling Up

⽇本の消費者までの検査体制

18

FamerA

FamerB

FamerC

Collector Processing/
Export

ManufacturerImport Consumer

・color
・moisture
・admixture

・color ・Acid value
・moisture
・admixture

・color ・aflatoxin
・moisture ・pesticides residue
・admixture

・aflatoxin
・pesticides residue

・color
・moisture
・admixture

・pesticides residue
・acid value
・aflatoxin

1コンテナ=約18MT

1コンテナに
30農家以上

Custom clearance
・pesticides residue
・plant quarantine
・aflatoxin

MYANMER

JAPAN

1農家で全てがダメになる

農薬検査は計4回
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Myanmar GAP
Myanmar GAP's efforts are very good.
Please work together.

We need a record of when, who, where, 
how farmers cultivated and harvested. MMyyaannmmaarr GGAAPP

20

WWee  hhooppee  tthhaatt  ssaaffee  aanndd  ddeelliicciioouuss  sseessaammee  
sseeeeddss  wwiillll  ccoommee  ffrroomm  MMyyaannmmaarr..

TTHHAANNKK  YYOOUU!!!!
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4
月

5
月

6
月

7
月

9
月

A
p
h
id

s多
発

種
子

処
理

（
イ

ミ
ダ

）

イ
ミ

ダ
（
播

種
後

4
5
日

）
必

要
に

応
じ

て
農

薬
散

布
収

穫
翌

日
に

残
渣

焼
却

4
月

5
月

6
月

7
月

9
月

フ
ィ

ロ
デ

ィ
防

除
イ

ミ
ダ

（
発

芽
後

2
5
日

）
必

要
に

応
じ

て
農

薬
散

布

収
穫

翌
日

に
残

渣
焼

却

相
談

相
手

気
に

な
る

病
害

虫
、

重
要

農
薬

P
h
yl

lo
d
y発

生

J
A

IC
A

F
試

験

販
売

・
組

織
化

そ
の

他

例
年

の
病

害
虫

派
生

と
防

除

全
圃

場
に

出
る

が
、

1
0
%
以

下
だ

と
思

う
。

そ
れ

ほ
ど

被
害

は
大

き
く
な

い
。

開
花

ま
で

の
防

除
が

大
事

だ
と

聞
い

て
い

る
。

発
病

が
確

認
さ

れ
た

ら
薬

を
播

い
て

も
無

駄
。

種
子

処
理

な
し

（
急

に
雨

が
降

っ
た

の
で

、
で

き
な

か
っ

た
）

播
種

後
1
5
日

（
5
/
3
1
）
イ

ミ
ダ

播
種

後
2
5
日

（
6
/
1
0
）
イ

ミ
ダ

い
ず

れ
も

se
sa

m
e
 j
as

si
d
防

除
（
J
A

IC
A

F
セ

ミ
ナ

ー
を

聞
い

て
心

配
に

な
っ

た
）

6
/
2
4
　

ア
セ

フ
ェ

ー
ト

（
？

）
カ

メ
ム

シ
が

た
く
さ

ん
発

生

●
最

も
心

配
な

の
は

市
場

・
価

格
変

動
。

投
資

が
回

収
で

き
る

か
を

い
つ

も
不

安
に

思
っ

て
い

る
。

●
酸

価
値

0
.2

以
下

が
基

準
だ

と
言

わ
れ

る
。

島
立

乾
燥

を
勧

め
ら

れ
る

が
、

や
り

方
次

第
。

労
働

力
不

足
の

た
め

、
1
束

が
大

き
く
な

っ
て

お
り

、
中

が
う

ま
く
乾

燥
さ

れ
な

い
。

●
良

い
品

質
を

目
指

し
た

い
。

何
が

良
い

品
質

か
、

誰
が

何
を

言
っ

て
い

る
か

を
よ

く
聞

い
て

、
方

向
性

を
決

め
た

い
。

今
は

酸
価

値
を

下
げ

た
い

。

通
り

す
が

り
に

確
認

し
て

い
る

。
J
as

si
d
は

見
て

も
分

か
ら

な
い

L
ic

e
n
se

を
持

つ
販

売
店

に
相

談
。

圃
場

に
来

て
も

ら
っ

て
診

断
し

て
も

ら
い

、
そ

の
後

、
散

布
も

依
頼

す
る

。

ク
ロ

ル
ピ

リ
ホ

ス
は

使
用

し
た

こ
と

な
い

※
販

売
店

に
任

せ
て

い
る

た
め

、
理

解
し

て
い

る
か

曖
昧

マ
メ

1
2
エ

ー
カ

ー

4
0
エ

ー
カ

ー
以

上
あ

る
が

、
労

働
力

の
確

保
が

難
し

い
ゴ

マ
市

場
も

落
ち

着
か

な
い

の
で

、
こ

れ
以

上
拡

大
は

し
な

い
予

定

S
am

o
u
 N

e
i。

自
家

採
種

他
村

よ
り

良
い

値
が

付
く
、

普
及

員
の

指
導

が
よ

く
村

の
ゴ

マ
は

評
価

が
高

い

Y
e
 P

aw
（
シ

ー
・
ポ

ウ
）

Y
e
 P

aw

B 4
0
歳

2
0
年

ほ
ど

前
か

ら
栽

培

A 5
6
歳

2
0
年

ほ
ど

前
か

ら
栽

培

6
/
2
5
：
試

験
圃

場
か

ら
道

路
を

は
さ

ん
で

西
南

6
/
2
5
：
U

 A
u
n
g 

M
yi

n
t 

S
o
e
圃

場
の

南
側

6
/
2
6
：
Y
e
 P

aw
の

南
隣

の
村

C 5
6
歳

2
5
年

ほ
ど

前
か

ら
栽

培

昔
か

ら
ほ

と
ん

ど
の

圃
場

で
発

生
。

だ
が

、
こ

れ
ほ

ど
多

発
せ

ず
。

発
生

は
、

そ
の

圃
場

の
一

角
、

一
列

な
ど

固
ま

っ
て

起
こ

る
。

叔
父

は
水

祭
り

の
頃

（
早

く
）
播

種
し

た
ら

多
発

し
た

（
種

子
処

理
な

し
）

自
分

は
6
月

半
ば

に
一

人
遅

れ
て

播
種

し
た

ら
、

発
病

率
高

。

セ
ミ

ナ
ー

で
初

め
て

感
染

の
仕

組
み

を
知

っ
た

。
し

ば
ら

く
ジ

メ
ト

エ
ー

ト
を

使
用

し
て

い
な

か
っ

た
が

、
セ

ミ
ナ

ー
を

聞
い

て
選

択
。

村
の

農
家

3
8
戸

は
全

員
G

A
P

（
ゴ

マ
と

マ
メ

）
参

加
。

皆
で

共
販

を
探

っ
て

い
る

。
全

員
S
am

o
u
 N

e
iを

作
付

け
。

●
S
am

o
u
 N

e
i：

ビ
ャ

ー
イ

ー
と

い
う

品
種

が
あ

り
、

他
地

域
で

は
S
am

o
u
 N

e
iと

し
て

栽
培

さ
れ

て
い

る
。

濃
青

の
品

種
と

黒
を

か
け

た
も

の
で

、
見

た
目

は
黒

い
が

Y
e
 P

aw
で

の
S
am

o
u
 N

e
i（

真
S
am

o
u
 N

e
i）

と
は

別
物

。
栽

培
管

理
が

楽
で

、
天

候
耐

性
あ

り
、

薬
も

少
量

で
よ

い
、

収
量

大
、

粒
大

。
●

価
格

：
真

S
am

o
u
 N

e
iが

2
万

チ
ャ

ッ
ト

/
3
バ

ス
ケ

ッ
ト

ほ
ど

高
く
売

れ
る

。
B

u
ye

rは
目

視
＋

親
の

代
か

ら
の

信
用

で
判

断
。

●
種

子
：
Y
e
 P

aw
は

自
家

採
種

だ
が

、
A

u
n
g 

L
an

で
は

S
am

o
u
 N

e
iの

種
子

が
販

売
さ

れ
て

い
る

。
経

路
は

不
明

。
●

黒
ゴ

マ
は

良
い

値
が

付
く
の

で
、

全
量

販
売

。
自

家
消

費
用

（
ゴ

マ
油

）
は

茶
ゴ

マ
を

購
入

し
て

搾
油

。
●

肥
培

管
理

：
以

前
は

化
学

肥
料

も
農

薬
も

不
使

用
。

牛
も

た
く
さ

ん
い

た
の

で
堆

肥
を

入
れ

て
い

た
。

5
月

2
2
日

：
イ

ミ
ダ

で
種

子
処

理
、

そ
の

日
に

播
種

播
種

後
1
4
日

（
6
月

5
日

）
：
畝

立
て

、
ジ

メ
ト

エ
ー

ト
散

布
6
月

2
3
日

：
ジ

メ
ト

エ
ー

ト
散

布

降
雨

が
少

な
い

と
特

に
虫

が
多

い
が

、
何

か
分

か
ら

な
い

。
国

際
市

場
の

基
準

を
ク

リ
ア

す
る

た
め

の
具

体
的

な
防

除
技

術
が

欲
し

い
。

B
la

c
k 

st
e
m

が
出

る
が

、
出

た
時

は
遅

い
た

め
、

薬
剤

が
も

っ
た

い
な

い
の

で
散

布
し

な
い

。

村
の

農
家

6
0
戸

の
う

ち
2
4
軒

が
G

A
P

（
ゴ

マ
）
参

加
。

●
収

穫
物

は
、

種
子

を
購

入
し

た
b
u
ye

rに
販

売
す

る
が

、
種

子
を

買
う

か
買

わ
な

い
か

は
農

家
の

自
由

。
●

自
分

の
ゴ

マ
が

他
人

の
も

の
と

混
ぜ

ら
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
嫌

。
自

分
は

一
生

懸
命

栽
培

し
て

も
、

誰
か

の
悪

い
も

の
が

混
じ

っ
て

し
ま

っ
て

、
あ

と
で

b
u
ye

rか
ら

「
残

留
が

出
た

」
と

言
わ

れ
る

こ
と

が
あ

る
。

＠
S
e
sa

m
e
 j
as

si
d
の

実
物

を
ル

ー
ペ

で
見

せ
た

。
カ

メ
ム

シ
と

の
違

い
も

確
認

。
息

子
は

普
及

員
と

一
緒

に
す

く
い

取
り

を
体

験
。

W
in

 N
ai

n
g 

O
o
さ

ん
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
っ

て
お

り
、

お
互

い
情

報
を

共
有

し
て

い
る

。

A
p
h
id

sと
ウ

ィ
ル

ス
病

が
多

い
。

降
雨

が
少

な
い

と
A

p
h
id

sと
D

e
ad

 H
e
ad

's
 M

o
th

が
多

発
。

D
e
ad

 H
e
ad

's
 M

o
th

防
除

に
ア

セ
フ

ェ
ー

ト
使

用
。

A
p
h
id

s、
ja

ss
id

対
策

に
ジ

メ
ト

エ
ー

ト
使

用
す

る
こ

と
も

。
害

虫
多

い
場

合
ク

ロ
ル

ピ
リ

ホ
ス

を
使

う
。

1
5
エ

ー
カ

ー
の

農
地

あ
り

。
残

り
は

ワ
タ

ゴ
マ

→
マ

メ
→

ワ
タ

の
輪

作
。

S
am

o
u
 N

e
i。

自
家

採
種

マ
メ

、
ワ

タ

1
0
エ

ー
カ

ー

1
0
%
以

下
だ

と
思

う
。

周
囲

に
ゴ

マ
が

な
い

時
は

多
発

。
フ

ィ
ロ

デ
ィ

は
ja

ss
id

が
連

れ
て

く
る

と
aw

b
a社

に
教

え
て

も
ら

っ
た

。

●
ゾ

ン
ビ

9
5
は

、
イ

ミ
ダ

が
効

か
な

か
っ

た
の

で
、

新
し

く
aw

b
a社

に
持

っ
て

き
て

も
ら

っ
た

（
普

及
員

情
報

：
も

と
も

と
ワ

タ
用

の
農

薬
だ

が
、

害
虫

に
抵

抗
性

が
付

い
て

き
て

い
る

た
め

、
そ

の
場

合
は

、
イ

ミ
ダ

や
ア

セ
フ

ェ
ー

ト
と

は
違

う
グ

ル
ー

プ
の

ゾ
ン

ビ
を

薦
め

て
い

る
）
。

＠
S
e
sa

m
e
 j
as

si
d
の

実
物

を
ル

ー
ペ

で
見

せ
た

。
カ

メ
ム

シ
と

の
違

い
も

確
認

。
興

奮
し

た
反

応
有

り
。

防
除

対
象

が
、

自
分

の
理

解
と

違
っ

て
い

た
こ

と
に

少
な

か
ら

ず
シ

ョ
ッ

ク
を

受
け

た
様

子
。

3
0
エ

ー
カ

ー
の

農
地

あ
り

。

S
am

o
u
 N

e
i（

ビ
ャ

ー
イ

ー
で

は
な

い
）
。

種
子

は
A

u
n
g 

L
an

の
B

u
ye

rか
ら

購
入

す
る

。

グ
リ

ー
ン

グ
ラ

ム
、

ラ
ッ

カ
セ

イ

5
月

2
7
日

：
播

種
（
種

子
処

理
な

し
）

6
月

2
0
日

：
イ

ミ
ダ

散
布

6
月

2
2
日

：
C

ar
ta

p
-
h
yd

ro
c
h
lo

ri
d
e
 9

5
%
剤

（
ゾ

ン
ビ

9
5
）
散

布
6
月

の
散

布
は

い
ず

れ
も

フ
ィ

ロ
デ

ィ
対

策

同
左

aw
b
a社

。
今

回
も

J
as

si
d
が

沢
山

い
た

の
で

相
談

し
、

イ
ミ

ダ
と

ゾ
ン

ビ
を

散
布

。
＜

た
だ

し
、

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

ja
ss

id
で

は
な

く
カ

メ
ム

シ
＞

A
p
h
id

sと
ウ

ィ
ル

ス
病

が
多

い
。

降
雨

が
少

な
い

と
A

p
h
id

sと
D

e
ad

 H
e
ad

's
 M

o
th

が
多

発
。

D
e
ad

 H
e
ad

's
 M

o
th

防
除

に
ア

セ
フ

ェ
ー

ト
使

用
。

A
p
h
id

s、
ja

ss
id

対
策

に
ジ

メ
ト

エ
ー

ト
使

用
す

る
こ

と
も

。
害

虫
多

い
場

合
ク

ロ
ル

ピ
リ

ホ
ス

を
使

う
。

1
0
エ

ー
カ

ー

5
0
エ

ー
カ

ー
の

農
地

あ
り

。

S
am

o
u
 N

e
i（

ビ
ャ

ー
イ

ー
で

は
な

い
）
。

種
子

は
A

u
n
g 

L
an

の
B

u
ye

rか
ら

購
入

す
る

。

グ
リ

ー
ン

グ
ラ

ム
、

ラ
ッ

カ
セ

イ

5
月

2
1
-
2
2
日

：
イ

ミ
ダ

で
種

子
処

理
、

そ
の

日
に

播
種

そ
の

後
は

未
散

布
（
4
5
日

目
に

イ
ミ

ダ
を

散
布

予
定

）

2
0
エ

ー
カ

ー

O
h
n
 S

h
it
 K

o
n
e
（
オ

ン
・
シ

ッ
・
コ

ン
）

6
/
2
6
：
Y
e
 P

aw
の

南
隣

の
村

D 3
6
歳

2
5
年

ほ
ど

前
か

ら
栽

培

O
h
n
 S

h
it
 K

o
n
e
（
オ

ン
・
シ

ッ
・
コ

ン
）

Annex 7農家聞き取り調査（6月）
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村
落

名

聞
取

り
日

時
場

所

農
家

名

年
齢

黒
ゴ

マ
経

験

今
年

の
栽

培
面

積

そ
の

他
農

地

栽
培

品
種

他
作

物

今
年

の
防

除

時
期

発
生

病
害

虫
防

除
時

期
発

生
病

害
虫

防
除

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

L
e
af

 r
o
lle

r（
3
5

日
後

）
B

la
c
k 

S
te

m
（
4
0

日
後

）
P

h
yl

lo
d
y

ク
ロ

ル
ピ

リ
ホ

ス
（
1
匹

確
認

し
た

ら
散

布
）

3
5
-
3
6
日

後
殺

菌
剤

（
C

ar
b
im

ad
ar

zi
n
/
M

e
th

al
az

i）
散

布
＜

今
年

は
ト

リ
コ

ダ
ル

マ
で

処
理

し
た

の
で

散
布

無
）

播
種

後
4
0
日

以
降

は
使

用
無

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

土
中

の
ア

リ
、

ネ
ズ

ミ

L
e
af

 r
o
lle

r

種
子

処
理

の
場

合
は

イ
ミ

ダ
（
処

理
し

な
い

と
き

は
、

前
作

の
ワ

タ
で

使
用

し
た

イ
ミ

ダ
の

残
効

を
期

待
）
。

播
種

後
2
0
日

以
降

　
ベ

タ
ー

散
布

播
種

後
4
5
日

以
降

は
な

る
べ

く
散

布
し

な
い

（
必

要
に

応
じ

て
、

イ
ミ

ダ
や

ア
セ

フ
ェ

ー
ト

を
使

用
し

た
こ

と
も

あ
る

）

相
談

相
手

気
に

な
る

病
害

虫
、

重
要

農
薬

P
h
yl

lo
d
y発

生

J
A

IC
A

F
試

験

販
売

・
組

織
化

そ
の

他

例
年

の
病

害
虫

派
生

と
防

除

●
ワ

タ
の

研
修

で
、

イ
ミ

ダ
で

種
子

処
理

を
し

た
方

が
よ

い
と

教
わ

っ
た

。
ワ

タ
の

後
は

イ
ミ

ダ
の

残
効

を
期

待
。

●
虫

を
個

別
に

識
別

で
き

て
い

な
い

。
虫

全
体

を
防

除
す

る
た

め
に

薬
を

播
い

て
い

る
。

●
フ

ィ
ロ

デ
ィ

を
気

に
し

て
い

な
か

っ
た

が
、

IT
C

が
J
as

si
d
が

媒
介

す
る

と
指

摘
し

、
散

布
方

法
も

教
え

て
く
れ

た
。

●
以

前
は

、
農

薬
や

肥
料

を
使

わ
な

く
て

も
1
0
バ

ス
ケ

ッ
ト

の
収

量
が

あ
っ

た
。

し
か

し
、

業
者

が
来

て
ア

セ
フ

ェ
ー

ト
を

勧
め

た
も

の
の

、
そ

の
後

、
G

A
P

で
ア

セ
フ

ェ
ー

ト
が

禁
止

と
な

っ
た

。
●

最
近

は
肥

料
も

良
く
使

う
、

農
薬

も
使

わ
な

い
と

病
害

虫
の

被
害

が
出

る
。

●
ワ

タ
は

全
体

的
に

栽
培

す
る

が
、

か
な

り
農

薬
を

使
う

た
め

、
農

薬
の

使
い

方
に

は
慣

れ
て

い
る

。
●

1
0
年

前
と

の
変

化
は

、
輪

作
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

ゴ
マ

の
栽

培
面

積
が

増
加

し
た

一
方

、
農

家
の

数
は

減
っ

て
い

る
。

●
A

u
n
g 

L
an

は
2
2
0
か

村
有

る
が

、
ゴ

マ
と

ワ
タ

は
Y
e
 P

aw
村

が
最

高
評

価
。

他
村

が
参

考
に

す
る

の
で

、
他

村
で

も
ジ

メ
ト

エ
ー

ト
を

使
う

農
家

が
出

始
め

て
い

る
。

●
Y
e
 P

aw
村

は
モ

デ
ル

村
な

の
で

、
他

村
に

情
報

を
共

有
。

J
A

IC
A

F
セ

ミ
ナ

ー
の

内
容

に
つ

い
て

も
2
0
人

程
度

に
話

し
た

。
●

平
均

収
量

は
4
-
5
バ

ス
ケ

ッ
ト

／
エ

ー
カ

ー
（
悪

天
候

）
～

8
-
1
0
バ

ス
ケ

ッ
ト

／
エ

ー
カ

ー
（
好

天
）
程

度
。

B
la

c
k 

st
e
m

と
L
e
af

 r
o
lle

rが
多

発
。

特
に

B
la

c
k 

st
e
m

で
収

量
減

。
分

か
ら

な
い

と
き

は
普

及
員

（
W

in
 M

yi
n
t）

や
D

O
A

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
に

相
談

す
る

。

G
A

P
前

ま
で

ア
セ

フ
ェ

ー
ト

を
使

用
。

G
A

P
参

加
後

は
使

用
を

中
止

。
代

わ
り

に
、

ベ
タ

ー
と

い
う

P
H

Iの
低

い
薬

剤
を

散
布

ja
ss

id
が

見
分

け
ら

れ
ず

、
い

つ
防

除
し

た
ら

よ
い

か
分

か
ら

な
い

。
P

h
yl

lo
d
yの

発
生

の
仕

組
み

も
、

J
A

IC
A

F
セ

ミ
ナ

ー
で

聞
く
ま

で
知

ら
な

か
っ

た
。

J
as

si
d
も

、
聞

い
た

こ
と

は
あ

っ
て

も
見

た
こ

と
は

な
か

っ
た

。
フ

ィ
ロ

デ
ィ

で
収

量
が

落
ち

る
と

は
思

わ
な

か
っ

た
。

被
害

は
深

刻
で

は
な

く
、

3
0
バ

ス
ケ

ッ
ト

中
、

2
バ

ス
ケ

ッ
ト

程
度

同
左

B
la

c
k 

st
e
m

と
L
e
af

 r
o
lle

rが
多

発
。

特
に

B
la

c
k 

st
e
m

で
収

量
減

。
分

か
ら

な
い

と
き

は
普

及
員

（
W

in
 M

yi
n
t）

に
相

談
す

る
。

B
la

c
k 

st
e
m

と
L
e
af

 r
o
lle

rが
多

発
。

特
に

B
la

c
k 

st
e
m

で
収

量
減

。
イ

ミ
ダ

は
3
年

前
に

散
布

し
た

こ
と

が
あ

る
。

ア
セ

フ
ェ

ー
ト

は
使

用
し

た
こ

と
な

い
（
グ

リ
ー

ン
グ

ラ
ム

に
は

使
用

す
る

）
。

発
生

す
る

が
深

刻
で

は
な

い
。

被
害

の
程

度
は

、
3
0
バ

ス
ケ

ッ
ト

中
、

2
バ

ス
ケ

ッ
ト

程
度

。

ジ
メ

ト
エ

ー
ト

は
7
年

前
か

ら
使

用
せ

ず
。

セ
ミ

ナ
ー

を
聞

い
て

使
用

。
1
1
エ

ー
カ

ー
全

部
に

撒
い

た
。

他
村

2
0
人

ほ
ど

に
情

報
共

有

6
/
2
7
：
Y
e
 P

aw
村

集
落

中
心

部
よ

り
北

へ
数

百
メ

ー
ト

ル

F 3
2
歳

3
0
年

ほ
ど

前
か

ら
（
父

の
代

か
ら

）
栽

培

10
エ

ー
カ

ー

2
5
エ

ー
カ

ー
の

農
地

あ
り

S
am

o
u
 N

e
i。

自
家

採
種

5
/
1
0
：
種

子
処

理
後

、
播

種
。

処
理

は
、

イ
ミ

ダ
＋

C
ar

b
im

（
？

）
＋

栄
養

剤
の

混
合

剤
6
/
2
：
ジ

メ
ト

エ
ー

ト
散

布
6
/
1
7
：
ジ

メ
ト

エ
ー

ト
＋

イ
ミ

ダ
6
/
2
8
に

サ
イ

ク
ロ

ン
（
ク

ロ
ル

ピ
リ

ホ
ス

）
を

散
布

し
よ

う
か

と
考

え
中

Y
e
 P

aw
Y
e
 P

aw

6
/
2
7
：
Y
e
 P

aw
村

集
落

中
心

部
よ

り
北

へ
数

百
メ

ー
ト

ル

E 5
6
歳

3
6
年

前
か

ら
栽

培

11
エ

ー
カ

ー

2
4
エ

ー
カ

ー
の

農
地

あ
り

S
am

o
u
 N

e
i。

自
家

採
種

5
/
2
3
：
播

種
（
ト

リ
コ

ダ
ル

マ
で

種
子

処
理

。
殺

菌
の

た
め

）
6
/
1
0
：
ジ

メ
ト

エ
ー

ト
散

布
6
/
2
8
：
ジ

メ
ト

エ
ー

ト
散

布
予

定
（
本

来
は

播
種

後
4
0
日

で
散

布
？

降
雨

の
た

め
予

定
を

過
ぎ

て
い

る
？

）
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農家聞き取り調査（8月）

日時 8月29日13時47分～ 8月29日13時52分～ 8月30日11時05分～ 8月30日11時17分～ 8月30日12時12分～

村 Ye Paw村 Ye Paw村 Ohn Shit Kone村 Ohn Shit Kone村 Ye Paw村

名前 E F C D B

質問

１．今年、自身のゴマ圃場で
Phyllodyが発生したか

発生した 発生した 発生した 発生した 発生した

２．Phyllodyの発生状況はどうだっ
たか

→周囲と比べて 少なかった 少なかった 同じくらい 多かった 少なかった

→去年と比べて 少なかった 少なかった 少し少なかった 多かった 少なかった

→相対的にみて 1/3程度に減った

1/3程度に減った
去年は外から分かったが、今
年は中に入らないと分からな
い

沢山発生している
遠くからでもわかる

多く発生した 75%程度減ったと思う

３．Phyllodyの発生する原因を
知っているか

知っている 知っている 知らない 知っている 知っている

→Phyllodyの発生する原因は何
か

Sesame jassidのせいである Sesame jassidのせいである Sesame jassidのせいである Sesame jassidのせいである

→原因をどうやって知ったか
JAICAFのWSで教えてもらっ
た

JAICAFのWSで教えてもらっ
た

JAICAF調査団に教えてもらっ
た

JAICAFのWSで教えてもらっ
た（前からjassidのせいとは
知っていたがDAS30dayに農
薬を使っていた）

４．Phyllodyの対策を行ったか 対策をした 対策をした 対策をした 対策をした 対策をした

→対策は具体的にどのようなもの
か

ジメトエートを散布した。
DAS2W4W6Wごとに３回撒い
た。分量はWSで学んだとおり
にした

ジメトエートを散布した。
DAS2W4Wごとに２回撒いた。
イミダクロプリドによる種子消
毒もした

農薬を撒いた。Awba系で名前
は不明。DAS25day45dayで２
回撒いた

ジメトエートを使った。
DAS25dayに１回撒いた。その
後大雨。30dayに巻きたかった
が間に合わず。

ジメトエートを散布した。
DAS2W4Wごとに２回撒いた。
イミダクロプリドによる種子消
毒もした

→対策方法をどのように知ったか
JAICAFのWSで教えてもらっ
た

JAICAFのWSで教えてもらっ
た

Awbaに教えてもらった
Sesame jassidの農薬として店
（awba）が勧めた。撒くタイミン
グもawba情報

JAICAFのWSで教えてもらっ
た

５．Phyllodyで生産量は減ると思う
か

思う。10％くらい減少する。
思う。
Phyllodyは島立てと脱穀の時
に邪魔になる。

思う。
３バスケット取れていたのが
2.5バスケットに減る程度（約
17％減少）

思う。
３バスケット取れていたのが
2.5バスケットに減る程度（約
17％減少）

思う。
４バスケットが３バスケットに
減る程度（25％減少）

６．今後情報を必要とする課題は
あるか

Black stemの対策をしたい
現在、収量が減っている。何
故か知りたい。土壌について
も知りたい。

他に指導の希望はない
他に収量が上がる方法があ
れば知りたい

Black stemの対策をしたい
75％もダメージがあると思っ
ている

追加：PhyllodyのWSに参加したい
か

参加したい 参加したい

他
今のゴマ価格は
85000Ks/basket

他２ GAP参加している GAP参加している
GAP参加している
酸価値気にしている
残留農薬気にしている

GAP参加している
酸価値気にしている
残留農薬気にしている

GAP参加している
酸価値気にしている
残留農薬気にしている

Annex 8
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